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令和５年第４回枝幸町議会定例会会議録  

 

○議事日程（第１号）  

令和５年１２月７日（木曜日）   午前１０時００分開会 

第 １        会議録署名議員の指名 

第 ２        会期の決定 

第 ３        諸報告 

第 ４        行政報告・教育行政報告 

第 ５        一般質問 

第 ６ 陳情第 ６号 国の責任で教職員未設置問題の改善を求める陳情 

第 ７ 陳情第 ７号 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の

採択を求める陳情 

第 ８ 意見案第３号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書 

第 ９ 議案第６６号 公の施設に係る指定管理者の指定について（枝幸町保健福祉セ

ンター） 

第１０ 議案第６７号 公有水面埋立免許の出願に対する同意について 

第１１ 議案第６８号 公有水面埋立免許の出願に対する同意について 

第１２ 議案第６９号 枝幸町課設置条例の一部を改正する条例について 

第１３ 議案第７０号 枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

第１４ 議案第７１号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

第１５ 議案第７２号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例について 

第１６ 議案第７３号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について 

第１７ 議案第７４号 枝幸町交通安全指導員設置条例の一部を改正する条例について 

第１８ 議案第７５号 枝幸町特別会計条例の一部を改正する条例について 

第１９ 議案第７６号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

第２０ 議案第７７号 枝幸町空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

第２１ 議案第７８号 枝幸町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例について 

第２２ 議案第７９号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について 

第２３ 議案第８０号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について 

第２４ 議案第８１号 令和５年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について 

第２５ 議案第８２号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について 

第２６ 議案第８３号 令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算について 

第２７ 議案第８４号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算について 

第２８ 議案第８５号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算について 

第２９ 議案第８６号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について 

第３０ 認定第１１号 町道の路線廃止について 

第３１ 報告第 ９号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 
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第３２ 報告第１０号 寄附採納について 

第３３        閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 
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（午前１０時００分）  

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆さんおはようございます。 

いよいよ令和５年もあと残すところ 20 日余りとなりました。昨年の第４回定例会

の折にも、令和５年は穏やかで豊かな１年であってほしいというふうにお話をいたし

ましたが、いいえ、なかなかそういうふうにはいきませんで、大変な１年であったと

いうふうに思います。我々は、次の年も、やはり豊かで穏やかな一年になってほしい

その一念であります。 

日本の魅力度ランキングで、北海道が 15 年連続で第１位ということであります。

こういう、皆様が来てみたいところに我々は住んでいる。これをやっぱり誇りに思い、

大事にしていきたいなというふうに思います。 

この北海道をつくり上げているのは、179 自治体、町村であり市町村であります。

その中で、やはり一つ一つの自治体を支えているのは、そこに住む住民の方々であり

ます。我々は、その住民の方々の幸せと豊かさのために活動して参りたいものだなと

いうふうに思います。 

本日、枝幸高校の１年生２年生の生徒の皆さんが議会傍聴に来る予定でございます。

生徒の皆さんが議会に興味を持っていただいて、10 年、15 年先、また、この枝幸町

のまちづくりを考え、担っていきたいという方が出ていただければ大変幸いかなとい

うふうに思います。 

そういう状況でありますので、本日の一般傍聴の受付はいたしませんので、ご理解

とご協力をお願いしたいと思います。 

また、本日は、報道機関の記者席からの写真撮影と、町広報担当者の議場内での写

真撮影を許しておりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。それから議場内

でのマスクの着用、感染防止等については、またご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは、ただいまより令和５年第４回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

これより本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。ただいまの出席議員は 12 名全員であ

ります。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０３分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 ８番遠山 修議員、９番田口修三議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会において協議し、本日から８日までの２日間と

したいと思います。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 
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したがって、会期は本日から８日までの２日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付しておりますとおり、

９月 13 日開会の第３回定例会以降の会議等についての内容でございますので、主な

ものだけを報告させていただきます。 

第４回枝幸町議会臨時会は 10 月 20 日に開会し、令和５年度枝幸町一般会計補正予

算について審議し、可決をしております。 

まちづくり等調査特別委員会は 10 月 20 日の臨時会終了後に開催し、枝幸町ふるさ

と創生総合戦略の進捗状況及び当戦略の見直し並びに地域交通の利用状況について調

査を行っております。 

議会全員協議会は、同じく 20 日に開催され、情報伝達システム整備の方向性及び

枝幸町小型船溜り施設船揚場の利用停止について、町側より説明を受けております。 

介護老人福祉施設中長期整備に係る勉強会は 10 月 31 日の午前中に開催し、当施設

の整備は、今後の枝幸町の高齢者福祉施策のあり方が決まる重要事項と捉え、今後の

高齢者人口の推移、要介護認定、町内特別養護老人ホームの状況など、保健福祉課宇

佐美参事の講師のもと、基礎的な部分から知識を習得いたしました。今後も勉強会を

重ねながら、当施設の整備について、町側と一緒に考えていきたいと思います。 

両常任委員会町内行政視察は同じく 10 月 31 日の午後に開催し、図書館改修事業、

木材加工処理施設整備事業など、事業を実施した４施設を視察し、これらの事業の実

施効果等について、担当課より説明を受けながら、所管事務調査を行っております。 

議会広報編集特別委員会は 11 月 2 日に開催し、議会だより第 66 号の発行に向けた

編集作業を行い、11 月 29 日に発行し、各家庭へ配付しております。また、今月 4 日

には、今定例会を主な内容とした議会だより 67 号の発行に向けた作業を開始してお

ります。 

議会改革特別委員会幹事会は 11 月 17 日に開催し、議会 EOS 放送の再放送の要請

に対する町側からの回答内容についてや、高校生との懇談会の開催などについて、本

委員会の開催に向けた事前協議を行っております。 

総務常任委員会は 11 月 21 日に開催し、物価高騰緊急経済対策、学校給食費の納入

状況などについて、計４回の所管事務調査を行っております。 

産業厚生常任委員会は 11 月 22 日に開催し、枝幸町地球温暖化対策実行計画の推進、

臨港用地造成事業特別会計の廃止などについなど、計５件の所管事務調査を行ってお

ります。 

議会運営委員会は今月４日に開催し、今定例会の議事運営の審議が行われておりま

す。 

その他の行事としては、今月２日開催の枝幸地区歳末チャリティショーに議員会と

して参加させていただきました。なお、９日に開催される歌登地区歳末チャリティシ

ョーにも参加を予定しています。 

以上、簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 
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○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和５年第４回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

本定例会につきましては、単行議案が３件、条例案件が 10 件、補正予算に関する

議案が８件、認定案件が１件、報告事項２件をご提案申し上げておりますので、よろ

しくご審議賜りますようお願いいたします。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

９月 13 日に開会されました令和５年第３回定例会以降の諸行事につきましては、

お手元の報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いた

します。 

はじめに、漁業の状況についてご報告します。 

11 月末現在の水揚金額は、沿岸漁業、沖合底網底曳網漁業を合わせて、税抜きで

約 123 億 8,800 万円となっております。事業計画対比では 126％と計画を上回りま

したが、前年度比では、主力の秋鮭とホタテの水揚げ減少とともに価格が下落したこ

とにより、65 億 5,700 万円の減となっております。 

沿岸漁業の水揚げの内訳を見ますと、主要３業種のうち毛ガニ漁については、漁獲

許容量達成前に漁期を終えたことから、水揚量は昨年度に比べて 86t 減の 291t、金

額は前年度比で約３億 3,100 万円の減の約 11 億 8,700 万円となりました。 

次に、ホタテ漁でありますが、水揚量は、特に陸側で殻貝が増えたことから、３万

3,000t の計画に対し、約２万 7,500t と計画を下回り、金額も前年度比で約 28 億

3,700 万円減の 54 億 200 万円となっております。 

次に、昨年、過去最高の水揚げを記録した秋サケ漁については、今年は、猛暑によ

る海水温の上昇や時化による操業期間の短縮により、水揚量は約 3,800t、金額は前

年度比で約 32 億 1,600 万円減の 23 億 5,600 万円となりました。なお、河川での捕

獲数については、計画数量を十分に確保されており、将来的な資源量の確保に期待さ

れるところであります。 

また、沖合底曳網漁業については、水揚量は約 5,400t、金額は前年度比で約

3,700 万円減の４億 7,000 万円となっております。 

このような状況の中、史上３番目の水揚げ金額を記録されましたことは、これまで

栽培・資源管理型漁業の推進にご尽力された。漁業関係者の努力の賜物であり、深く

敬意を表するものであります。 

なお、今年の操業は、ホタテ漁、秋サケ漁ともに 11 月末までに終了しております。 

次に、福島の原発処理水の海洋放出に伴う中国の日本産水産物輸入停止措置による

水産業への影響についてご報告いたします。 

当町の水産業の柱であるホタテについては、原貝や玉冷製品の平均価格が前年度比

で３割程度下落するなどの影響が生じております。 

中国向けの輸出停止により、大量に発生した玉冷製品の在庫については、道内産ホ

タテの消費支援が全国的に拡大したことや、企業努力による国内取引先の新規開拓や、

ふるさと納税返礼品への活用、さらには輸出先の転換等により、解消しつつあります。 



- 6 - 

 

ホタテの消費拡大に向けた町の取り組みでは、友好交流都市の福岡県うきは市や長

崎県平戸市のほか、札幌市などの各所において、枝幸ほたてフェアを開催し、地域ブ

ランドである枝幸ほたての美味しさや魅力を発信しており、本フェアや交流の機会を

通じて、更なる消費拡大に繋がることを期待しております。 

中国による輸入停止措置から３ヶ月が経過し、依然として解除の見通しが立たない

状況の中、町としても、水産物輸出促進協議会と連携し、輸出先の多角化に向けた取

り組みを進めてまいります。 

次に、ふるさと納税の寄附状況についてご報告いたします。 

ふるさと納税につきましては、町内事業者のご協力のもと、11 月 27 日現在で既に

昨年度の寄付額を大幅に上回り、７万 9,884 件、約 10 億 3,200 万円と、全国の多く

の方々から温かいご寄附をいただいております。 

主な増加の要因として、一つ目は、枝幸漁協、並びに水産加工業者各社のご協力に

より、中国禁輸の影響を受けて応援対象となった当町の主要返礼品であるホタテ玉冷

の在庫を継続的に確保できたことであり、当町にも、ご寄附とともに、全国から温か

い応援メッセージや励ましをいただいております。この場をお借りして、厚くお礼を

申し上げます。 

二つ目は、国の制度改正により、本年 10 月から募集基準の取扱いが見直され、返

礼品に対する寄附金額を上げる必要が生じたことから、全国的に、改正前の９月に寄

付が集中したものと分析しております。 

今後も、関係機関や事業者との連携を強化し、ふるさと枝幸の魅力ある返礼品を継

続して提供し、全国の皆様に応援いただけるよう取り組んでまいります。 

次に、町内における新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ感染症の状況につ

いてご報告します。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、５月８日に５類に移行してから初めて

冬の季節を迎えておりますが、北海道内では、11 月初旬以降、感染者数は減少傾向

が続いており、町内においても急激な感染拡大などはなく推移しております。また、

新型コロナワクチンの秋接種は、希望される方への集団接種が順調に進んでおり、今

月中旬で終了しますので、それ以降、接種を希望される方につきましては、国保病院

での個別接種を受けていただくこととなります。 

次に、インフルエンザ感染症は、11 月に入り北海道内で感染数が急激に増加し、

町内でも 11 月下旬には、一部保育所、中学校や高校において感染拡大があり、休所

や学級閉鎖等になっております。 

12 月に入ってからは、一部小学校が学年閉鎖となっております。年末年始を控え、

町民の皆さんにおかれましては、うがい、手洗いや手指消毒など、基本的な感染予防

対策の徹底をお願い申し上げます。 

次に、支え合いが地域をつなげる講演会について報告いたします。 

地域住民の互助により、年齢を重ねても安心して暮らし続けるための地域づくりを

テーマとした講演会を 10 月 21 日に開催し、福祉関係者を含む約 70 名の町民の皆さ

んが参加されました。 

講演会では、介護保険の現状と課題について担当職員から説明を行った後、講師の

公益財団法人さわやか福祉財団からは、社会的なつながりによる介護予防の重要性や

支え合いによる地域の仕組みづくりを内容とした講演があり、また、本別町社会福祉
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協議会からは、互助の取り組みの実践報告をいただくなど、これからの地域づくりを

考える貴重な機会となりました。 

今後は、参加者などによる話し合う場も開かれると伺っておりますので、ボランテ

ィア活動や高齢者の生活支援の取り組みが地域で広がることに大きな期待を寄せてお

ります。 

次に、木材利用優良施設等コンクール表彰についてご報告します。 

この度、枝幸町認定こども園が、木材利用推進中央協議会の主催の木材利用優良施

設等コンクールにおきまして、特賞である審査委員会特別賞を受賞しました。本コン

クールは、木材利用の推進を目的として平成５年度から実施されているもので、今年

度は、応募 83 点中、特賞 14 点、優秀賞 41 点が表彰されており、北海道内では５点

が優秀賞を受賞しております。 

これまで、宗谷管内、留萌管内においては、特賞優秀賞ともに受賞歴がなく、初の

受賞となりました。今後も木造建築物の魅力を発信し、木造木質化を推進していくこ

とで、地球温暖化防止対策と持続可能な社会の構築に貢献してまいります。 

次に、11 月３日に挙行いたしました枝幸町自治功労者並びに功績者表彰式につい

てご報告いたします。 

長年にわたり町の自治振興に多大な貢献を賜りました方々に対し、その功績を称え、

町民の総意により顕彰申し上げたところであります。 

受賞された方々に改めて敬意と感謝を申し上げますとともに、引き続き各分野での

お力添えをお願いしたいと存じます。 

当日は、町議会議員の皆様をはじめ、来賓各位のご臨席をいただき、式典が滞りな

く開催できましたことを、この場をお借りして厚くお礼を申し上げます。 

最後に、叙勲関係についてご報告いたします。 

７月 31 日にご逝去されました元歌登町議会議員故澤田孫八氏に対しまして、生前

に受賞された旭日双光章に加え、今回、正六位に叙する特市旨叙位の発令があり、10

月 16 日にご遺族に伝達いたしました。 

あらためて、故人のご功績に対し、深甚なる敬意と感謝の意を表しますとともに、

謹んでご冥福をお祈り申し上げる次第であります。 

以上、申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から、去る９月 13 日に開会されました第３回定例会以降の教育行政の中から、

主な点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通

し願います。 

はじめに、学校施設のエアコンの設置についてであります。 

今年の夏は、当町でも暑い日が続き、各学校では、扇風機やサーキュレーターなど

を活用し暑さをしのいできましたが、より効果的な暑さ対策が必要との判断から、差

し当たって、各学校の保健室又は給食スペースにエアコンを設置することとしました。 

財源としては、学校保健特別対策事業国庫補助の一部を充当し、不足分は今回の補
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正予算案でお願いするものであります。 

来年度は、児童生徒が暑さによる体調の変化に対応できることになります。 

今後は、各教室の環境整備に向け、引き続き検討を進めてまいります。 

次に、インフルエンザにかかる学校の状況についてです。 

11 月に入り、児童生徒の感染が増え始め、下旬には枝幸中学校と枝幸南中学校の

３年生において学年閉鎖となり、枝幸高校では学校閉鎖となりました。また 12 月上

旬には、枝幸小学校１年生と２年生においても学年閉鎖となっております。 

今後も感染が続くことが想定されますので、咳エチケットや手洗い、換気を行うな

ど、引き続き感染予防対策の徹底を図ってまいります。 

次に、学芸会、文化祭、学校祭についてですが、10 月から 11 月上旬にかけて、全

ての小中学校で開催され、子供たちは保護者の方が見守る中、歌や劇、踊りなどの練

習成果を十分発揮し、無事に終了しております。 

次に、第 16 回枝幸町民文化祭が開催されました。 

枝幸会場では 10 月 29 日と 30 日に中央コミュニティセンターで開催され、687 点

の作品展示の他、陶芸作品の販売やフラダンスなどの体験コーナーが催され、また、

翌 30 日には舞台発表もあり、両日合わせて約 320 人の来場がありました。 

また歌登会場では、11 月４日と５日に文化会館で開催され、木工やリース作りの

体験コーナー、フリーマーケットのほか、590 点の作品展示があり、約 260 人の来場

がありました。 

両会場とも、文化関係団体はもとより、個人の出店も多数あり、日頃の活動成果を

披露し、来場された方の目を楽しませてくれました。 

次に、枝幸町立図書館では、改修工事のため７月 18 日より休館し、８月１日から

中央コミュニティセンターにおいて臨時図書館を開設していましたが、工事終了に伴

い、10 月 21 日からリニューアルオープンをしております。 

暖房設備の更新や窓の改修、書架の大部分を入れ替えるなど、読書を楽しむ場とし

て快適な環境が整備されました。 

最後に、８月に北海道大学で開催された東アジア文化遺産保存国際シンポジウムに

て、目梨泊遺跡から出土した金銅装直刀の研究成果を発表する機会があり、筑波大学

の谷口陽子准教授とともに、刀の研究を通じて明らかとなった国際的な交流拠点とし

ての枝幸町目梨泊遺跡の特徴を紹介しました。 

シンポジウムには、中国、韓国、モンゴル、日本から 350 名を超える第一線の研究

者が参加し、多数の研究者から好意的な評価をいただいております。 

以上、申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 日程第、失礼しました。これで、小川教育長の行政報告、教

育行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 一般質問を行います。 

通告は４名から５問であります。一問一答方式で行います。質問する議員は、質問

の大項目ごとに、最初の質問は登壇の上発言していただき、再質問以降は自席から発

言していただきます。理事者側の答弁も同様にお願いをいたします。 

なお、再質問等の回数制限は設けませんが、１人当たり持ち時間は答弁時間を含め
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て１時間以内といたします。 

なお、再質問の際は、極力、簡明に願いたいと思います。 

それでは、受理順番に従いまして、発言を許します。 

５番野口洋郎議員の質問を許します。 

５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 当町の子育て支援について、町長に質問いたします。 

当町の人口は 1960 年の１万 8,541 人をピークに減少を続け、2023 年、今年９月

末現在では 7,173 人になっています。 

町長は町政執行方針の中で、人口減少による地域の担い手や働き手の不足が急速に

表面化していることに強い危機感を感じるとしています。人口の減、人口減少の最大

の理由は、出生数が死亡数を下回っていることにあります。 

1997 年、平成９年以降、この自然減の状態が続いており、町としてもこの人口減

少に歯止めをかけるために様々な施策を行っていますが、なかなかその効果が現れて

きません。 

結婚や出産は、個人の自由な意思決定に基づくことは大前提ですが、結婚、出産、

子育てがしやすいまちをつくることは行政の責任です。 

出産や子育てをためらう理由の一つとして、経済的な問題があります。物価の上昇

が続き、様々な経済的負担が膨らみ、子育てがしにくいというのが現状です。そこで、

当町の子育て支援についての基本的な考え方について、町長に町長の所見を伺います。 

今年４月に新たな認定こども園が完成し、子育て世代から大変喜ばれているところ

ですが、ここに子供を預けるには費用がかかります。令和４年度の利用者全体の負担

額合計は約 900 万円になっています。これを無料にすれば、枝幸町の子育てにはお金

がかからないという強いメッセージになります。 

子供の保育にお金がかからなければ、当然子育てはしやすくなりますし、そこで浮

いた分は個人消費に回ることになります。これは当町の経済の活性化に繋がり、ます

ます子育てがしやすくなるという好循環を生むという生むことになると思いますが、

町長はどのように考えますか。 

枝幸町の子育ては、町全体でする。こういう考え方に立てば、まだまだできること

があります。子育てに集中して予算をかける。これが人口減少に歯止めをかける最大

のキーポイントになると考えます。町長は人口減少に対して強い危機感を持っている

わけですから、町の子育て支援の取り組みについて、大胆で力強いメッセージを出す

ことが必要だと思います。 

町長の所見を伺います。以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

当町では、核家族化やコミュニティの低下により、孤立感や不安感を抱く妊産婦の

方や、共働きによる子育て家庭が多い中、仕事と家庭を両立するなど、社会環境の変

化に対応し、安心して子供を産み育てられるよう、地域が一体となった子育て支援が

重要であると考えています。 
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そのため、妊娠から出産、子育てに必要な各種支援に繋げる伴走型相談支援をはじ

め、義務教育の児童期、高校生などの青年期を含めて、各年齢層に応じた施策を経済

的支援と併せて長期的・総合的に展開してきているところであります。 

町独自の経済的支援は、出産交通費、子供の予防接種、子育て応援カードなどによ

る助成の他、幼児教育、保育の無償化の対象とならない３歳未満のお子さんについて

は、国の基準より低く保育料の設定を行っております。 

また、低所得、ひとり親家庭、多子世帯については、３歳未満のお子さんの保育料、

３歳以上のお子さんの主食費、副食費において、それぞれの区分に応じた軽減を図っ

ております。 

ソフト面では、本年４月に開設した認定こども園において、これまで午前のみであ

った土曜保育の時間を１日に延長して支援の強化を図り、来年４月には、子育て世帯

に対する包括的な支援を実施するため、こども家庭センターを設置し、南宗谷子ども

通園センターと子ども会館の機能を併せ持った複合施設として供用開始を予定してお

ります。 

これにより、認定こども園を中心として、ファミリーサポートセンター事業などを

運営するにじの森に加えて、こども家庭センターが開設することにより、子育て支援

エリアが形成され、より手厚い支援が展開できるものと考えております。 

また、重要な課題である専門人材の確保につきましては、保育教諭修学資金貸付事

業を継続し、将来にわたり持続的な子育て支援の環境整備を進めてまいります。 

ご質問の保育に係る利用料の無償化については、本来、国が定めるべき制度設計や

方向性であることに加え、３歳以上のお子さんより利用料が高額となる３歳未満のお

子さんにおいては、家庭内で子育てを行う方も多く、その方々との均衡を図るうえで

も、一定の利用料負担は必要であると認識しているため、現状において無償化の考え

をする予定はございません。 

町といたしまして、経済的支援については、現状を維持しつつ、人材確保を含めた

体制整備に加え、身近で子育て家庭に寄り添った持続可能な支援に努めていく考えで

あります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい。答弁ありがとうございました。 

それでですね、私が質問した 900 万の負担ですね、利用者の負担、これについては

そのまま継続するというご答弁だったと思うんですけども、令和元年の 10 月からで

すね３歳、４歳、５歳児の保育料は無料になりました。 

 これは国の施策で国がお金を出してくれるということになったんですが、今、町長

の答弁で３歳未満の子供は家庭で見る方もいらっしゃると、そういうことの均衡を図

るために３歳未満の子供たちには利用料をいただいているんだという話なんですが、

その辺をですね、３歳以上はなぜ無料になって、これは国がややってますから町とし

て負担なくていいんですけども無料になって、それ未満の方はお金がかかるのか、こ

の辺のちょっと説明をしていただきたいと思うんですけど。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまの野口議員のご質問にお答えをいたします。 
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今、３歳未満のお子様と３歳以上のお子様の違いといいますか、そういった部分と

いうことでお話をいただいたと思うんですが、３歳以上のお子様につきましては、基

本的に幼児教育、教育というところが入ってまいります。もちろん、保育を必要とす

るお子様もいらっしゃるわけですが、その保育の中には、幼児教育という部分も含ま

れてございます。 

０歳から２歳、３歳未満のお子様に関しましては、あくまでも幼稚教育的な部分は

あるんですが、あくまでもいわゆる学校教育等で言われる幼児教育の部分は含まれて

いないと。あくまでも、保育であるといったところが違うところだというふうに認識

をしております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 幼児教育とね保育との差だという、そういうことわかります。 

それで０歳から２歳児まではお金がかかるんですね。でも、０歳から２歳児の子ど

もを認定こども園に預けるっていうのは、要するに、その間、親が働かなければなら

ないという事情があるというふうな認識なんですよ。ということは、生活がなかなか

苦しいので、子どもを預けて働きに出なきゃいけないんだっていうところだと思うん

ですね。そういうところから利用料を取っているんだというその辺の認識があるのか

なという、そこをちょっと聞きたいんですよね。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

共働き家庭については、枝幸町は多い方かなと思っています。 

いろいろな事情があるかと思います。例えば収入の面、それから職場でですね、ど

うしてもその専門的な人材ということでお願いしますといった部門もあろうかと思い

ます。 

収入の部分に関しましては、その所得収入の多さに応じて、いわゆる低所得の世帯

ですとか、それからあと多子世帯２番目のお子様ですとか３番目のお子様ですとか、

そういった部分につきましては段階的に保育料を引き下げているといったような措置

を講じております。 

また、あの３歳以上のお子様に関しましても、あくまでも食事代とおやつ代なんで

すが、そちらに関しましても同じようにですね、そういった収入の部分、それからひ

とり親家庭の部分、多子世帯の部分につきましては、利用しやすいようにですね、保

険、保育利用料については軽減等をさせていただいてる次第でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、私の認識としては、あの町の財政が苦しいからそこに

はお金が出せないんだよっていうような認識でいたんですけども、そうではないとい

う、町にお金がないからこの部分有料にしているんだということではなく、あくまで

もその保育の均衡を図るためにここはお金を取っているんだと、そういう認識でよろ

しいですか。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

あくまでも、おっしゃる、議員ご指摘の通りでございます。 
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パーセンテージでお話をちょっとさせていただきますけれども、町内、０歳児でで

すね保育所、認定こども園の方に入所されてるお子様については、パーセンテージで

お話をしますと 19％、それから１歳児であれば 34％、２歳児であれば 66％の方が入

園をされて、入園・入所されているといったような状況でございまして、ここのパー

センテージにのっていらっしゃらないお子様については、家庭での保育をされている

といった認識でございます。 

 以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。ここの部分はあんまり突っ込んでもあれなの

で、金額のことをちょっとお話したいんですけど、先日、参事作ってもらった資料い

ただきましてありがとうございます。 

 これぜひ、全議員に配付していただきたいと思うんですけども、先ほど参事の説明

で、金、収入の少ない方は利用料も少なくなっているっていうようなお話でした。 

これ、いろいろとちょっと検討したんですけどもね、要するに収入の４％なんです

よね、利用料金って。それは収入が少なくても多くても約４％が利用料になってるん

です。ですから、これ収入が少ない人は金額は少なく見えるけども、そもそも収入が

少ないんだから、同じ収入のもっと多い人が払ってる４％と、収入が少なくなってる

人が払ってる４％では、ずいぶん差が出てくると思うんですよ。言ってることはわか

りますよね。その部分を、もしね、この料金を継続するのであればその部分を考えて

いただきたいって思うんですよね。その辺はちょっとどうですかね。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただのご質問にお答えをさせていただきます。 

確認なんですけれども、議員ご指摘のところはそのご家庭のですね収入の約４％ぐ

らいでいってるということなので、主収入の多い家庭、収入の少ないところにどちら

も金額が違うんだけれども、占める割合といったような意味合いでよろしかったです

か。 

 はい、それであればですね、こちらの基準、ずっとですね、こちらの水準でやらせ

ていただいてます。 

国の基準でいけばですね、先日、野口議員さんの方にもお渡しをさせていただいて

はおりますけれども、各所得階層別では違いはあるんですけれども、一番例えば高額

のところでいけばですね、約６割、国のですね基準の６割ちょっとぐらいで収まって

るかなと思います。均等割の額のみ課税の部分のところの世帯につきましてもですね

約半分以下といった金額になってございます。 

その辺の４％が良いか悪いかっていうとこがちょっとあるかとは思うんですけれど

も、ただ、あくまでも所得に応じた中で、多子世帯です、繰り返しになりますけれど

も、ひとりご家庭ですとか、プラスアルファちょっと収入以外に大変なご家庭につき

ましては、軽減の措置をとらしていただいておりまして、そこのところについては問

題じゃないかなと、ただ４％の部分については我々はですね、やはり全体の均衡の中

から、この数字がいいんじゃないかということでですね出している数字でございます

ので、ずっと永久的にというわけではないんでございますが、現在のところはちょっ

と変えるような考え方は持ち合わせてはおりません。 

 以上でございます。 
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○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

これ、ぜひ検討していただきたいと思うんですけども。 

それでですね、私質問の中で、強いメッセージを出していただきたいと町長に対し

てお願いした訳なんですが、この保育料を無料にするっていうことがね、要するに子

どもを増やしたいというのが町の希望です。どんどんどんどん、今、人口が減ってる

わけですから、子どもを増やしていかなければならないっていう、これは北海道だけ

でなく全国的なお話で、今、日本中の人口がどんどん減っているわけですよね、これ

は、町長に限らず皆さん強い危機感を持っているというふうに思ってます。 

その中で、枝幸町が、子どもを増やしていくにはどうすればいいのかっていうのを

本当にみんなで考えていかなければならない、こういう問題だと思うんですが、そこ

で、その強いメッセージが必要だっていうふうに私思うんですね。それが保育料を無

料にするっていうことなんじゃないかなというふうに思うんですが。 

町長先ほどの答弁で、いろいろと枝幸町やってますよね子育て支援という部分では。

やっているし、他町にない他の市町村にないような施策もずいぶんあるんですね、す

ごく頑張ってると思うんですが、思うんですが、メッセージ性というかそこが弱いと

いうふうに思うんですね。 

枝幸に来れば、こんなに子育てが、子育てがしやすいんだっていうような、そうい

う、なんていうかな、アピールっていうんですかね、そういうのが必要だと思うんで

すけども、その辺について、町長どのようなお考えがあるかをちょっと教えていただ

けますか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 野口議員の再質問にご答弁させていただきます。 

先ほどご質問の中でも、野口議員の質問の中でですね、やっぱり人口減少、子ども

が出生者が少ないということの中でのは、結婚・出産・子育て、いわゆる総合的な、

そこで具体的には、今、そういう中で保育料の３歳未満児の保育料を無償にできない

か、少し下げられないかというお話ですけども、私どもとしても、こうやって人口が

どんどんどんどん減っていく中ではですね、非常に、やっぱりその危機感を持って、

これ今に始まったことではないんですけども、そういう中で、私も、昭和じゃないで

す平成 26 年にですね町長になって以降、そういうところでしっかりとした考えを持

ってですね、特にやっぱり、若い人がやっぱり結婚して、やっぱり子供を産んでもら

う、そういう流れをどう作るかということの中では、やっぱり地元に若い人に定住し

ていただく、そのためにいち早く行ったのは、就職して地元に戻ってきて、奨学金を

ですね借りてる場合には、なかなかやっぱり生活的に厳しいですから、そういったも

のをいち早く助成制度を償還助成というものを取り入れたりですね、そういう中で、

これまでもいろいろやってきましたけども。 

なかなか、やっぱりこれ全国的な傾向として、未婚化・晩婚化そしてその晩産化と

いいますか子供を産む年齢がどんどん高くなってきてると。そういう状況の中でです

ね、私どもの方も昨年からはやっぱり婚活ツアーのなんかも商工会の方でやっていた

だくとかですね、あるいは、また新婚さんに対する結婚支援とかってでも昨年からは

あの制度化してですね取り組んでおります。 

 そういうことの中で、やはり全体として、これ少子化に対するとの取り組みとして
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はですね、やっぱり総合的な対策っていうことで、やっぱりいろいろと組み合わせて

実施しなきゃならんと思ってますんで、そのことは野口議員さんも重々その町の全体

の取り組みっていうのはもうご存知だと思いますし、そういうところをまた私どもと

して足りないものがあればですね、もう少し充実しなければならないところがあれば、

これからもこういったその人口減少に危機感を持ってるという中ではですね、来年以

降もですねまた更に充実できるところは充実をしていかなければならないというとこ

ろが私の気持ちでございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。よろしくお願いしたいと思います。 

それちょっと金額的なことでもう１問質問したいんですけども、枝幸町の予算の中

で子ども子育て支援事業っていうのがありますね。これ、令和４年度の決算で 1,400

万でした。令和５年度の予算では 1,200 万に減ってるんですね。この中で、子育て応

援助成制度っていうのがあります。これは令和４年度に比べて令和５年度の予算は若

干増えてるんですけども、その辺のね、町長おっしゃったように、その総合的にやっ

ていかなきゃなんないんだって言っているにもかかわらず、子ども子育て支援事業の

予算が減っているっていうのが僕としてはちょっと納得できない部分があるんですね。

その辺をちょっとどういう理由でこうなってるのかっていう部分をちょっと説明して

いただければと思うんですが。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまの野口議員のご質問にお答えをさせていただ

きます。 

 金額が減っている分につきましては、対象の児童数がちょっと減ってるといった部

分のことでございます。 

また、子育て支援という部分でお話をさせていただければですね、先ほど町長の答

弁の中にもありましたように、例えば認定こども園のですね、あの枝幸保育所の頃で

は土曜日保育って午前中だけだったんですね。ところが、認定こども園になったこと

によりまして、保護者の方からのお声なんかも聞いてですね１日に延長したいといっ

たようなことでですね、表になかなか見えづらいんですけれども、その部分のコスト

というのが増えているわけでございます。 

そういったことでご理解いただければと思います。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。ここもですねできれば支援事業なんでね、予

算がをかけ、子育てに予算をかけてほしいっていうのがこちらの要望ですので、その

辺ぜひ考えていただきたいと思います。 

 それで、先ほどですね町長のお話も出てきてましたにじの森というのができまして

ですね非常に好評なんですね。好評なんですが、実際関わっていらっしゃる方はよく

わかっていると思うんですけども、先ほどの私質問の中でもメッセージ性っていうよ

うな話をしましたけども、これがですね、要するに全、全世帯というか、全年齢層に

このにじの森の活動が素晴らしい活動なんだっていうことがわからないと、わからな

ければ、枝幸町は子育てがしやすいまちなんだっていうことが伝わらないっていうふ

うに思うんですよ。 
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 そこでですね、このにじの森、ファミサポですよね、これのストロングポイントっ

ていうか、こういうところが素晴らしいんだっていうところがあれば、ちょっと説明

していただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまの野口議員のご質問にお答えをさせていただ

きます。 

大変ご評価をいただきましてありがとうございます。ストロングポイントというと

ころで、あえてですね絞ってお話をさせていただきますと、ご指摘のとおりですね、

ファミリーサポート事業というものを展開してございます。 

ここの部分につきましては、なかなか行政ではですね行き届かない細かなところも

あろうかと思います。実際にご家庭でですね子育てをされている方、例えば保育所の

預かりの時間に合わないとか、それ以外の時間になっちゃうとか、そういったときに

ですねお願いをできるお願い、お願い会員さん、それからそういったお願い会員さん

のサポートをしていただける方、まかせて会員っています。お願い会員が今現在 10

月末で 108 名、それから、まかせて会員、サポートをしていただける会員さんが 40

名、それから両方会員っていう方もいらっしゃいます。どちらでもいいですよ、いや

受けてやってもらえますよっていう会員さんが 35 名、合計で今のところ 10 月末、末

では 183 名の方がいらっしゃいます。 

それで、その実際の依頼について４年度の実、１年間の実績でいけば 352 件の利用

がありました。 

今年度は 10 月末で 178 件のご利用がございます。預かりですとか、送り迎えです

が、本当にきめ細やかな子育てのご家庭が必要とされているサポートをされていると、

非常にこれがあの特徴的なところだと思います。 

なかなかですね、大きな町にも同じような施設はあるんですが、ここまで充実した

ものはなかなかないというふうに私は承知をしております。 

非常にですね職員の方、それから、サポートしていただける方一丸となってですね、

本当にその子育てに悩まれてる方、それから悩んで相談まではいかないんだけれども

お話を聞いていただきたい、人と人を繋ぐ活動ってのは非常に一生懸命されています。 

SNS で情報の発信も積極的にされています。ぜひ見る機会があれば見ていただきた

いと思いますし、私、この会員さんの中でも町外に出た方いらっしゃるんですね。そ

ういった方のお声の中で、枝幸町に出て初めて、枝幸町から他の町に行って初めてわ

かったことがあると、このサポート事業というのはすごく温かみのある身近な支援で

あったと、これはここにいるときには気づかなかったけれども、他の町に行って気づ

いたすごく温かいまちだったんだって、本当にふるさとですね自慢できるような素晴

らしい事業だと、ここがストロングポイントだというふうな認識でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ありがとうございます。非常にいい取り組みなんでね、本当

にぜひ頑張っていただきたいというふうに思います。 

それで、４月から、こども家庭センターというのができて、ますます一角ですね、

子育ての本当、中枢ポイントっていうか、そういうところになるのかなというふうに

思いますので、ぜひ枝幸町のまちを盛り上げるためにも、枝幸町が子育てしやすいま
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ちなんだというアピールをするためにもですね、ぜひ行政としては頑張っていただき

たいというふうに思います。 

それで、私の質問の保育料については、なかなかちょっと難しいのかなという、無

料にするのは現実的にちょっとまだ難しいのかなという気もするんですが、ここはち

ょっと私どももいろいろ勉強してですね、いろいろと頑張りたいと思うんですけども。 

最後にですね、枝幸町のまちを見るにあたって、まずあのホームページをですね皆

さん見ると思うんですね。それでホームページが最近新しくなりまして、非常に見や

すくなりました。携帯からでも非常に見やすくなってるんですね。 

それでですね、町長にお願いがあるんですけども、町長からのメッセージっていう

のがホームページにあります。その中の文言がですね、実は、しばらく変わっており

ませんで、それでですね、そこの文言の中に子育てに対する言及がないんですね、あ

の子供子育てに枝幸町は頑張っているんだというそういう言葉がないもんですから、

それをぜひ変えてですね、そういう枝幸町は子育てこんなに頑張っているんだという

ようなメッセージ、何回も言うように強いメッセージを出していただきたいと思うん

ですけども、そこだけちょっとお答えいただいて質問を終わりたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 町長 

○町長（村上守継君） ただいまの質問についてはですね、なるべく早いうちにそう

いうメッセージをですね、ぜひとも織り込みたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、野口議員の一般質問を終わります。 

それでは１時間ほど経ちましたので、11 時 15 分まで休憩をしたいと思います。 

小林議員、その後一般質問お願いします。休憩に入ります。 

休憩 午前１０時５９分 

 

再開 午前１１時１５分 

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を解きまして会議を再開いたします。 

一般質問を続けます。６番小林正浩議員の質問を許します。 

６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

枝幸町のアドベンチャートラベルへの対応。 

アドベンチャートラベルというワードを頻繁に耳にするようになりました。今年、

アドベンチャートラベル・ワールドサミットが北海道で開催されたためと考えられま

す。 

アドベンチャートラベルとは、一般的にアクティビティ、自然、異文化体験の三つ

の要素のうち、二つ以上を組み合わせた旅行形態と定義されます。 

北海道のポテンシャルは非常に高く評価されています。美しく雄大な自然、豊かな

食、アイヌ文化や世界文化遺産の縄文遺跡群、また、サイクリングやトレッキング、

バードウォッチング、フィッシング、スキーといった多様なアクティビティも楽しむ

環境が整っており、四季を通じて楽しむことができるからと考えられます。北海道の

観光政策としても、観光の柱の一つとして、アドベンチャートラベルを位置づけてい

ます。 

当町にも素晴らしい自然、アクティビティ、文化がありますので、今後どのように
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対応していくのか町長の所信を伺います。 

また、キャンプ人気が沸騰しています。コロナ禍によって行動制限されたため影響

の少ないキャンプに注目が集まり、自然を楽しむことが受け入れられたと考えられま

す。 

ウスタイベ千畳岩キャンプ場にも、かに祭りや、夏のハイシーズンに多くのキャン

パーやキャンピングカーが見られました。キャンパーの方々は、オホーツク海から昇

ってくる大きな太陽に感動されていましたが、Wi-Fi 環境がないことに不満を感じて

いました。 

キャンプ場に Wi-Fi 環境を整備し、キャンパーの増加によりアドベンチャートラベ

ルを推進することが可能か、町長の所信を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 小林議員のご質問にお答えします。 

世界的に人気を博しているアドベンチャートラベルは、道内でも手つかずの自然を

活かした体験や、その土地にしかない多様な文化など、各地域ならではの素材や魅力

を取り入れた取り組みが進められております。 

１点目のアドベンチャートラベルの対応ですが、当町は広大な森林や多くの河川を

有し、さらに豊富な海の恵みをもたらすオホーツク海に面した森と海の自然豊かな環

境であり、カヌーやキャンプ、スキーなど、通年で自然を満喫できるアクティビティ

や体験が可能なエリアであります。 

また、自然や歴史、文化の発信拠点であるオホーツクミュージアムえさしの活用な

ど、これらの地域資源を活用し、ニーズに対応したメニュー構築と人材確保を進め、

これまで町民によるふるさとガイドを育成し、試行的に体験観光を実施してまいりま

したが、残念ながら、ここ数年はコロナ感染症の影響を受け、大きく停滞している状

況であります。 

しかし、本年に入り、ようやくコロナ禍も収束が見え始めたことから、今後は旅行

形態の変化に伴う安全管理の知識を有するガイド導入や、多様化する観光需要に対応

する基盤整備など、関係者の意見を踏まえながら、アドベンチャートラベルに繋がる

魅力ある体験観光の推進体制と受け入れ体制の充実に努めてまいります。 

次に、２点目のキャンプ場への Wi-Fi 環境の整備ですが、近隣市町村において、

Wi-Fi を設置しているキャンプ場の多くは管理棟やコテージなどの施設があり、管理

人が常駐するなど、有料での運営が多い現状であります。 

当町では、現在３ヶ所のキャンプ場を設置して運営しておりますが、全て予約不要

で無料のフリーサイトであることから好評をいただいている一方で、管理棟の設置や

管理人の配置もなく、利用者の方々の自主的な管理と責任でご使用をお願いしており

ます。 

それぞれ特色のある各キャンプ場では、日常や都会の喧騒から離れ、枝幸のまちの

方々や自然との触れ合いを楽しんでいただくことを大切に運営しており、また、最寄

りの公共施設や観光施設に Wi-Fi 環境を設置していることからも、現在のところ整備

の予定はございません。 

いずれにいたしましても、観光客やキャンプ場利用者の増加を始め、アドベンチャ
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ートラブルに発展する新しい取り組みは、コロナ禍からの再出発となる当町の観光振

興に必要なコンテンツであると考えております。まずは、観光協会や関連団体、広域

観光を形成する近隣地域との連携を強化し、役割分担や受入体制を再構築したうえで、

ニーズに合った地域メニューの確立と発信により、地域経済の活性化に繋がる観光事

業に取り組んでまいります。 

以上、答弁いたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 今の町長の答弁を聞きまして、自分自身としても同じような

感覚で捉えております。その中で何点か再質問させていただきます。 

まずですね、三つのキャンプ場の管理人がいないということなんですが、利用者の

統計っていうのはある程度取ってるんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

ただいまの三つのウスタイベキャンプ場、岡島キャンプ場、歌登地区にありますふ

れあいキャンプ場のですね、令和、今ですね、手持ちの資料では令和４年度と５年度

の分だけですけども報告いたします。 

令和４年度のですね、ウスタイベキャンプ場につきましては 552 名、はまなす海水

浴場につきましては 372 名、歌登地区ふれあいキャンプ場につきましては 276 名、

今年度です令和５年度につきましては、ウスタイベキャンプ場 2,760 名、はまなすキ

ャンプ場 279 名、ふれあいの森キャンプ場 397 名の利用となっております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） これは今、利用者数教えていただいたんですが、いつからい

つまでの期間の統計ですか。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

コロナ禍ですね、令和３年４年度、今年度もそうなんですけども、本来ですね、こ

れまでは６月から 10 月までの営業だったんですけども、コロナ禍になりまして６月

から８月まで末までの営業となっております。 

 以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 本年、非常に 2,900、3,000 人ぐらい近い利用客があったと

いうことで、枝幸町にも多くのキャンパーが見えられてるっていうことで非常に嬉し

く思います。 

その中でですね、管理人がいないっていうことで、そんなに接には密接にはキャン

パーの方とお話はできないかもしれないんですが、キャンプ場についての要望なり意

見なりっていうのは、聞いたりとかはしてますでしょうか 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

まずですね、議員のご質問にもありました Wi-Fi 環境の整備等のですね、実際です

ね、私方は直接そういう環境を整備してほしいという声は、今のところは聞いてござ
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いません。 

あとですね、やはりですねウスタイベキャンプ場でいきますと、今のところトイレ

と炊事場がございますが、やはりですね、トイレ等の環境が少しちょっと古いと言い

ますか、そういう話は伺っております。 

その他のキャンプ場といたしましても、それほどな苦情的なことは聞いておりませ

ん。以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

苦情聞いてないということでちょっとがっかりなんですけれど、私は、朝、朝日を

見るために、よくウスタイベキャンプ場というか千畳岩の突端に行って写真を撮らせ

させていただいてるんですが、今年の夏、３、４人ぐらいで４人で来てた男女の子た

ちに声をかけられまして、質問の方にも書きましたけど、本当にこんな素晴らしい太

陽を見たのは初めてですと、感動しましたと。今日 1 日で通過する予定でしたが、明

日の天気がいいんで残りたいと思います。そういう、あの力強いお言葉をいただきま

した。その中で、その方々が、本当に Wi-Fi があればもっとより楽しめるというお話

をされていました。 

 あとは、中国人の方だったんですけれど、携帯を持ちながらウロウロされてて、ど

うしたんですかって聞いたら、Wi-Fi が全然通じないとそういうお話があったもので

すから、今回の機会に質問させていただきました。 

町長の答弁では、管理人がいないため Wi-Fi 環境を整えられない、なれないという

お話だったんですが、本当に Wi-Fi 環境を作るためには、管理人、管理等というのは

間違いなく必要なものなんでしょうか。それとも、それがなくても Wi-Fi 環境っての

は整える整えれるものなんでしょうか、その辺の答弁をお願いします。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

実際、今、ウスタイベキャンプ場のトイレ、先ほども申し上げましたが、トイレま

で実際光ファイバーのケーブルが通っております。もし設置するとなればですね、設

置上は可能でございます。 

ただですね、私も直接あの業者ともまだ見積もり等のお話はしてございませんけど

も、あれほどの広さのキャンプ場にですね、仮に Wi-Fi を設置するとなればですね、

ネットにトイレに親機をつけたとしたら、その近辺は通じるとは思うんですけども、

あの広い範囲にするとなると外側にもですね、特別な鉄柱やポール等を設置してです

ね、そちらの工事となると、概算なんですけど約数百万円はかかるんでしょうという

見込みがございました。ただ設置としては可能です。 

参考までにですね、道の駅キャンプ場の方にはですね、北海道の開発の方が設置し

ているんですけども、交通情報やですね災害等のために、道の駅スポットという関係

でそちらの方には Wi-Fi は設置しております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） まさしく今、課長補佐が言われた通り Wi-Fi がいいってい

うのは、防災のために役に立つというのがやっぱりあると思うんですよね。だから、

町としてキャンプ場を開いて人を迎え入れてるっていう以上、やはり防災の観点もあ
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りますんで、すぐとは言わないですが、できるだけ Wi-Fi 環境を整えるような方向で

考えていただければと思います。 

 次なんですけど、よろしいですか。 

町長の答弁にもありましたが、やはりアドベンチャートラベルをするということに

なると、やっぱり様々な分野の、やはりガイドが質の高いガイドが必要だというふう

に言われております。 

それで枝幸町としても、新聞報道等でも見ておりましたが、何年か前からガイドを

育成するという方向ではありましたが、現在のところ、何名ぐらいのガイドの方が育

成されているのかというのをお聞きしたい。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

当町のふるさとガイドといたしましては、当初９名登録しておりましたが、２名ほ

どですね転出等により現在は７名です。そのうちですね、北海道の方でですね、アウ

トドアガイドという講習を受けられてる方がですね、現在５名と、あとですね、１名

は、１名なんですけども、その上のですね、北海道知事認定のですね、うちで言いま

すとカヌーやですね自然を、そちらの方を指導できる資格を持ってる方が１名ござい

ます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 多分一番いい成績、資格を持ってる方は、今回出席されてな

いんですけど、観光課長だと思うんですが、あの、そういうスペシャリストがいると

いうことは非常に可能性があるということなんですが、今の人数を聞いたら、あまり

にもやっぱりガイドが少なすぎて、やはりあの当町としてアドベンチャートラベルに

対応していこうと思えば、やはりここんところの育成というのが急務だと思うんです

が、その辺のプランっていうのはありますでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

こちらにつきましてもですね、現在７名がございます。その方々があったもんです

ね、実際、まだまだ経験の方が少ない方がほとんどですので、私方も含めましてです

ね、更なる人材発掘ですね、その方々の育成もですね協力しながら行っていきたいと

思います。 

またですね、枝幸町に限らず南宗谷３町、浜頓、中頓も含めてですね、そちらの方

にもですね専門ガイド等ござい、おりますので、そちらの方とも連携しながらですね、

今後可能な限りですね、育成等も含めて行っていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ぜひ、少しずつでもガイドを育成していただければと思いま

す。 

あとですね、先ほど、これも町長のお話の中であったと思うんですが、やっぱりミ

ュージアムという文化の庁舎があります。その他にミュージアム周辺の公園も含めた

非常に小鳥の鳴き声が、夏、春からですね、いっぱい聞こえます。 

バードウォッチングっていうのも考えられると思うんですよね、ミュージアムには
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動物系の学芸員の方もいらっしゃると思うんで、その辺のリンクでアドベンチャーワ

ールド、あ、アドベンチャートラベルに寄与することできないかどうかっていうのを

お聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

ええとですね、こちらにつきましてもですね、ミュージアムの方ともですね、これ

までも連携はしてきておりますので、今後ですね、今、議員言われてますように、バ

ードウォッチングなどもですね、含めまして検討してまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） あの辺は、やっぱり鳥だけじゃなくてリスなんかも出てきて

非常にいい環境ですので、ぜひアドベンチャートラベルに寄与していただければなと

いうふうに思います。 

最後になりましたけど、近隣町村でレンタルサイクル事業というのをやって、観光

客の方にそのまちを紹介するっていう動きがあると思うんですが、当町としてはそう

いうことは考えておられますか。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） 今、現在はですね、そちらの方は特にちょっと今、

検討してなかったんですけども、今後ですね、そういう必要性も考慮しながらですね、

検討してまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして小林議員の一般質問を終わります。 

続きまして、４番徳保喜幸議員の１問目の質問を許します。 

はい、徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） 通告に従いまして質問をさせていただきます。 

なお、通告した文章に記述等の誤りがありましたので、訂正をしながら質問をさせ

ていただきます。 

再生エネルギーの考え方。 

 近年、世界各地、また国内においても、地球温暖化の影響と言われるこれまでに経

験のないほどの様々な異常気象による災害が頻発し、住民生活に多大な影響を及ぼし

ております。 

当町も令和４年２月 10 日、2050 年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにするゼ

ロカーボンシティ宣言をしております。 

また、枝幸町地球温暖化対策実行計画が更新されました。 

そんな中にあって、今年になり、町内に民間企業によるよる大型の風力発電設備の

計画が一部、８月 31 日開催の産業厚生常任委員会で説明されております。 

民間企業経済活動の計画でありますので、その活動に影響がを与えるようなことが

あってはならないと認識をしますので、あくまでも、一般論としてお聞きしていきた

いと思います、考えておりますが、北海道、とりわけ道北地域は、風力発電のポテン

シャルが高い地域と言われております。 



- 22 - 

 

事実、宗谷管内においても、稚内市、豊富町、浜頓別町など積極的な取り組みをさ

れている自治体があります。一方、道内でも景観保存等の理由で反対をする自治体も

あります。私達住民は科学的知見のなさで、動植物を含めた自然環境、人体への影響

など不安が先に来てしまいがちです。 

私は、決して反対の立場ではありませんが、様々な加減、考え方を住民の皆様方々

もお持ちだと思います。今後あるかもしれないことであれば、正しい理解で、町と住

民が共通認識を持っておくべきと考えます。 

そこで、町として、風力発電設備建設を受け入れるための条例制定や、ガイドライ

ン策定のお考えがありますか。また、その施設を整備されることにより、当町が目指

すゼロカーボンシティや枝幸町地球温暖化対策実行計画にどのようが効果があるとお

考えか、町長の所見をお聞きします。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

はじめに、当町における地球温暖化対策実行計画は、町の事務事業から排出される

温室効果ガスの削減を目指す事務事業編を令和２年３月に、町全体から排出される温

室効果ガスの削減を目指す区域施策編を令和４年 12 月にそれぞれ策定しております。 

これらの計画は、地球温暖化対策への責任として目標を明確にし、当町が保有する

自然や地域資源を利用した再生可能エネルギーと広大な森林吸収源の最大限の活用に

よって、ゼロカーボン北海道オホーツクえさしを実現するための取り組みを進めてい

るところであります。 

１点目の風力発電設備を受け入れるための条例制定やガイドライン策定の考えであ

りますが、国においては、毎年度、再生可能エネルギー事業支援ガイドブックを作成

し、許認可手続きや個別フロー、関連する補助制度や税制優遇などの情報を一元化し

て公表しております。また、発電所に係る環境影響評価の手引についても策定されて

おり、環境影響評価法による一般ルールと電気事業法に規定する発電所固有の手続き

など、詳細にわたり記載されております。 

北海道においては、近年、再生可能エネルギーとして増加傾向にある太陽電池発電

設備と風力発電設備について、事業者の方々が北海道の良好な景観形成に果たす役割

を認識し、それぞれの事業において、景観と調和するように努めるため、北海道太陽

電池・風力発電設備景観形成ガイドラインが策定・公表されております。 

このように、国や北海道において、関連法令を踏まえて示されておりますので、町

独自でガイドライン等を策定する考えはありません。また、風力発電設備建設を受け

入れるための条例制定については、環境影響評価法に基づき計画している開発事業が、

環境にどのような影響を及ぼすのか、あらかじめ事業者自らが調査、予測、評価を行

うこととなっております。 

その評価結果は公表して、一般の方々、地方公共団体などから意見を聞き、それら

を踏まえて、環境保全の観点から、よりよい事業計画を作り上げていこうという環境

アセスメント制度として運用されておりますので、現状において、枝幸町として条例

制定の考えはありません。 

次に、２点目の風力発電設備施設が整備されることによる地域温暖化対策実行計画
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への効果についてですが、はじめに、区域施策編では、2050 年までに町内の温室効

果ガス排出量を実質ゼロにするカーボンニュートラルを長期目標として定め、2030

年度の中間目標では、2013 年度対比で 75％、12 万 5,426t を削減目標としておりま

す。これらの目標に対して、風力発電などの再生可能エネルギー電力を調達すること

で、確実に温室効果ガス排出量の削減効果が得られるものと考えております。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、今、前段の質問で、条例それからガイドラインが、こ

れ両方ともそれぞれ国・道が一定の基準を示しているという、それに準ずる形で運用

するということで、町としてガイドライン等もせ、制定するつもりはないという答弁

だったと思いますが、現在、小型風力発電設備設置に関わるガイドラインというのは

枝幸町ではあるんだと思います。 

まず、この小型と大型というのは、どこで線引きがされるのか、ちょっと知識がな

いもんですからそこを聞きたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

 議員おっしゃっている小型風力発電設備のガイドラインにつきましては、平成 29

年３月に設置をしてございます。 

これは FIT 買取制度が民間事業者の中で、国で買い取って、売電して買い取っても

らえるっていうところの話の中でですね、その当時、問牧地区あるいは岡島地区に民

間の事業者が建てたいというような相談が町が受けたことによってですね、大型の風

力発電が軌道に乗る前にそういった動きがあったもんですから、町として他の町村に

もならって、町民のトラブルですとか健康への不安を防ぐために 50 kW 未満の小型風

力発電を対象にして作ったものが小型風力のガイドラインでございます。これは 29

年３月から施行されております。 

 一方、大型の風力発電については、先ほど町長答弁にもございましたとおり、環境

影響評価法、いわゆる環境アセスメント制度にのってってですね、この中で対象とさ

れる事業が第一種事業、第二種事業というふうな形でわかれております。 

第二種事業につきましては、当時、出力差 7,500W、万、7,500kW あるいは１万 kW

まで、第一種事業については１万 kW 以上がですね、必ず環境アセスメント制度をや

らなければならないというような形で決められております。 

その間の中間の風力発電はということになろうかと思いますけども、これは、そう

いったものが出てきた場合については、私どもの方で、令和２年３月に制定しており

ます環境基本条例の中でですね、そういった国の定めのない、あるいは小型の風力発

電の定めのないものについては、環境基本条例の第９条の中で、町民事業者が著しく

環境に及ぼし合いがあるものについては町が必要な措置を講ずると、自ら、事業者自

らが予測評価してくださいというような措置を講ずる旨の部分を令和２年３月に環境

基本条例の中に盛り込んでおりますので、そこら辺は大丈夫なのかなというような形

で町と、町としては考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 
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○４番（徳保喜幸君） はい、それで今、今まさに計画が進まれる、調査が進む、進

んでこの後どうなるかわかりませんけども、それが実現しようとしてるものっていう

のは、少なくとも大型設備にはなるんだというふうに考えてますけども、たまたま担

当が、今、町民課ということで大変研究熱心な阿部課長が担当していらっしゃいます

んで、十分、事業者等の説明にも対応ができるんだというふうにも思いますけども、

これ、どなたが担当になってもやっぱり、きちんと同じ認識で対応されるためには、

やっぱり町としてのガイドラインっていうのを作るべきではないのかと私は思うんで

すけども、その辺は改めてちょっとお聞きしますけども、必要ないということでよろ

しいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。 

只今、町の方で把握している部分で言いますと、大型風力発電については、概ね１

期４、4,000kW 以上のものを９基から 10 基、あるいはそれ以上のものっていうのは

もう１社の方が計画します。事業名は伏せさせていただきますけども、その他にまだ

想定されている、どこに何をつけようかっちゅうのをまだ想定してる業者さんが３社

で、計５社いらっしゃるんですけども、そういった方々は、先ほど言ったように大型

の風力発電になりますので、環境アセスメント制度に基づいてですね、しっかりとし

た調査ガイドラインを持ってやると、町は、それ以上のものというのはなかなか難し

いものがあって、そういったもののガイドラインや条例を制定するにしても、法律の

定めの範囲で決まってる環境アセスメントのやつを個別に町が作るってことはできな

い規定になっております。 

なので、先ほど申し上げましたとおり、そういった環境アセスメント以外のものに

ついて個別に定めることはできますが、今、議員言われるようなものについては、大

型のものについては、法のもと、環境アセスメント制度の中でしっかり示されており

ますので、その部分については、私は必要ないかと思いますけども、おっしゃるとお

り、私、勉強熱心なのかどうかわかりませんが、そういったことの経過ですとか、私

なりにまとめた資料については、私が辞めようが異動しようが、そういったところも

しっかりわかるような形ではですね、これまでも残しておりますし、それが課長職の

役目でもございますので、そこはご心配なさらなくても大丈夫なのかなというふうに

思っております。 

 以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） そうだとは思いますけども、私は、手元に豊富町のガイドラ

インと遠別町のガイドライン、ちょっとプリントアウトして持ってきてますけども、

やっぱり、それぞれの町でガイドラインを作ってます。 

 これ、これをやっぱりあの作っておいて、町民、議会にもそうでしょうけど町民に

示しておくということが、ある意味、そういう業者が希望してこの町に来たときにで

すね安心に繋がるのではないかと思うんですけども、課長が言うように、環境はアセ

スメント等のですね法令に準じて事業が進んでいくということはもちろんだというこ

とで、そういうことで心配はないんだというふうに考えてるんだと思いますけども、

質問の中でも言ってるように、本当に科学的知見のない者にしたら、ただただ不安が

先にくる部分があるんですけども、それを少しでも町民の方に認識をしてもらうため
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にも町としてのガイドラインを策定するべきではないかと思いますけども、改めてお

聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

言われるとおり、当初、ガイドラインを策定した時期よりも、こういった風力発電、

とりわけ北海道はポテンシャルが高い、加えて北海道電力が４月、国の審議会のあれ

を受けてですね、これまでは風力発電や太陽光発電をやったときには、系統接続、北

海道の送電線に乗せるときにはですね、蓄電池、周波数を安定させるためにそういっ

たものを設けなさいってのは国の審議会で撤廃されて緩和しております。 

それで、今年度からの枝幸に入ってくる業者さんの投資意欲が北海道に向いてるん

だなというふうに認識をしておりますので、そういった経過を踏まえますと、議員の

今おっしゃってたガイドラインまではいかないですけども、そういった町民の不安を

取り除くようなわかりやすい文言でですね、法律の範囲内で説明する部分は必要であ

るいうふうに思いますので、そちらは私なりに研究させていただいて、どういった形

が一番わかりやすく、そういったガイドラインのようなものになるのかも含めて研究

させてもらいます。 

また、歌登地区で道路占用の関係もあって、私どもが説明会に入ったときにもです

ね、必ず町が入ってわかりやすく説明してくださいと、そういった場では、環境アセ

スメントとはというような形で、環境アセスメントという言葉も行政的にはわかるか

もしれません、一般の方々はなかなかわからない。環境アセスって何なのかっちゅう

のはですね、私どもの方で説明をさせていただいた後に業者からの説明をしていると

いうような経過も踏まえて、そういった資料についてはしっかりと作成させていただ

きますので、よろしくお願いをいたします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ガイドラインとまでいかないまでも、何か文章を作ってくれ、

検討していただくということですんで、お願いをしたいなというふうに思います。 

それと国の方で、市町村に求められる役割といいますか備えとしてですね、ゾーニ

ングを努力義務として求められているかというふうにも思います。 

これも横文字ですんでわかりづらいかと思いますけど、いわゆる行政区域の中に、

どこに適した場所があるかっていうのが、市町村自らが先に検討して白地図に色分け

でしておくというような、そんな制度かとのことだと思いますけども、遠別町のガイ

ドラインには一番最後のページにもそのゾーニングされたような図面が載ってる町も

ありますんで、やってる町もあるんだと思いますけども、そういったものを図、いわ

ゆる風力発電等にのですね、設置に対してのゾーニング作業をするという計画はござ

いますか。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。 

ゾーニング計画、遠別町は行ってるということは承知はしておりませんが、このた

び平成、令和４年４月に施行された温対、法地球温暖化対策法律の一部改正が行われ

て、今、国の方で促進区域というのを設けてもいいですよと、それに基づいて今北海

道は、今、答申案までしかまとまってませんけども、そういった市町村において、国
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や道が定める再生可能エネルギー事業導入を促進するゾーニングをしてくださいと、

これは努力義務ですやってもいいですよと、そういったことをやることによって、先

ほど言った環境アセスメントの一部をワンストップ化して簡略にするという制度が令

和４年度から始まっております。 

私どもといたしましては、太陽光発電も含めてですね、そういった大型事業につい

ては、そういった促進区域という設定の考えもございまですが、やはり当町が保有し

ている自然環境、それに裏付けされた漁業ですとか酪農のことを考えますと、町がそ

ういった基準に則って促進区域を縛ることもできるんですけども、まだ北海道の段階

で、その促進区域のどういった考えのもとその促進計画として認められるのか、ここ

は除外しなければならない、例えば、ウスタイベ千畳岩のような道立自然公園の周辺

何キロは駄目ですよとか、あるいは希少猛禽類がいるようなところについては駄目で

すかっていうのが、今、答申案としてまとめられているところですので、そういった

のも踏まえながらですね、今後、検討してまいりたいと思いますが、現時点において、

うちの方でゾーニングを促進計、区域の設定をするという考えは今のところはありま

せん。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 枝幸町は、大変広大な行政区域を有していて、また、そのう

ちの 81％が森林が占められるというような地域であります。この風力発電設備がで

すね、町が中に入らずですね、民間と民間との契約で立地等の選択をされてしまうと、

いつ、どこにできても不思議ではないというような状況にもなりかねないので、そう

なれば非常に住民としても不満が不安がありますんで、そこら辺もしっかりと考えて

おいていただければなというふうに思います。 

 午前中に終わらなければならないなって考えているので最後にしたいと思いますけ

ども、この枝幸町地域温暖化対策実行計画で、これも再生可能か可能エネルギーの建

設の問題というのは、導入の問題というのは、自然環境に与える影響を極力小さくし

ながら CO2 の削減に努めなければならないということなんだとも思いますんで、この

計画の中にもあります、まずは、省エネのかつじゅ、活動から進めるべきだというふ

うな考え方というのは非常に正しい考え方だと思うんですけども、その省エネの考え

方についての町としての考え方、何かあればご答弁いただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。 

まず、実践できることから始めるというところでは、地球温暖化、この計画の中で

もこういうようなページでですね、家庭でできる省エネ行動、あるいは事業者ででき

るような行動ということで、こういうのを PR していくというような形してます。 

今回、小型家電の回収を行ったときもですね、こういったもののパンフレット、あ

るいは道で行っておりますアプリ、電力でつか、毎月毎月の電力の使用量ですとか、

ガスの使用量、そういったものをアプリに無料で入れていただければ、家その月何 t

の CO2 を排出してるのかっていう見える化のアプリの PR もさせていただいておりま

す。 

地道ではありますが、そういったことを積み重ねて、一人一人町民の皆さんには、

そういった意識を啓発してもらうのが一番重要だろうというふうに思いますので、こ
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こはへこたれず地道にそういった活動を係共々やっていって、その上で町が率先した

取り組みというところの視点に立てば、公共施設への再生可能エネルギーの調達導入

というのも将来的にも行っていく。 

やはり、今回の補正予算の中でもお願いしておりますとおり、地球温暖化を起因と

する気候変動によって、熱中症ですとか、その対策のエアコンの補正予算も計上も今

回ご審議いただくことになっております。でも、一方で、その原因となるのが、やっ

ぱり地球温暖化、そういった一つ一つの省エネ、あるいは化石燃料を由来とするそう

いった燃焼を極力少なくして、それは未来の本当の次の世代のためにやっていく我々

責任世代の本当に責任だというふうに思っておりますので、そこは議員とともになっ

てですね、何かやるときにはご相談をさせていただいて、ともに地球温暖化対策、前

に進めていきたいというふうに思ってますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 課長おっしゃるとおりかというふうに思います。 

中間目標とされるその 2030 年までに CO2 の削減を 75％を削減するということは、

非常に、みんな、町民が本当に本気になって取り組まなければならないものかなとい

うふうに思いますので、しっかりと今後も周知の方もですね、町民に対する周知の方

も、我々も町と一緒になってやっていかなければならないものと思っております。 

以上申し上げまして質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） それでは、徳保議員の１問目の質問を終わります。 

まもなく 12 時、昼食ための休憩になりますので、徳保議員２問目の質問は、休憩

明けによろしくお願いします。 

それでは昼食のため、休憩に入ります。 

なお、会議の再開は１時間となりますので、よろしくお願いいたします。 

休憩 午前１１時５９分 

 

再開 午後１時００分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

７番石川 勝議員より、体調がおもわしくないということでありますので欠席する

旨の通告がありました。ただいまの出席議員は 11 名、定足数に達しますので、会議

は成立をいたします。 

それでは、午前に引き続きまして一般質問を行います。 

徳保議員の２番目の質問を許します。 

 ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） 午前中に引き続きまして２問目の質問をさせていただきます。 

自転車乗車用ヘルメット着用の普及について。 

今年４月１日、道路交通法の改正により、自転車に乗る全ての人にヘルメットの着

用が努力義務となりました。これまでは、13 歳未満の子供が自転車に乗るときに保

護者がヘルメットを着用させなければならないという努力義務でしたが、現在は、全

ての人がご自身の責任での努力義務となっております。 
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昨年度、北海道では、自転車の絡む事故での死傷者は 1,248 人で、うち 12 人が死

亡しております。死亡した人の６割は頭部への外傷が致命傷となっています。 

努力義務ということで罰則はありませんが、命を守るためにはヘルメットの着用が

有効であります。 

枝幸町の自転車利用者の状況を見ますと、特に市街地では着用がない状況です。 

交通安全啓発を担う私どもの力不足を反省しておりますが、少なくとも子どもたち

にはしっかりとヘルメット着用をお願いしたいものです。子どもの命を守る責任は保

護者ばかりではなく、我々全ての大人にもあると考えます。 

そこで、町として、ヘルメット着用普及に繋げるためにも、ヘルメット購入時の補

助金支給を考えていただけないか提案したいと思います。道内においても多くの自治

体が購入費用の一部を補助する施策を実施しております。当町の自転車利用時のヘル

メット着用機運の醸成に繋がるものと考えますが、町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

 道路交通法の改正により、本年４月１日から自転車に乗る全ての人のヘルメットの

着用が努力義務となりました。 

当町においては、しばらくの間、自転車に関する死亡交通事故は発生していないも

のの、頭部を保護するヘルメットの着用は、不幸にして事故に遭った場合でも致命傷

を受ける危険性をできるだけ回避するものであると理解しております。 

警察庁が本年７月に実施した自転車乗車時のヘルメット着用率の調査によりますと、

全国平均は 13.5％、北海道は 6.4％と、47 都道府県中 39 位となっております。 

本年の春頃は、ヘルメットの品薄により購入できなかった方もいるように聞いてお

りますが、町内においては、自転車で通学する地区の児童のほか、市街地でも大人の

方の着用を徐々に目にするようになりました。 

車両のシートベルト着用と同時に、ヘルメットも自発的な着用が必要であり、自転

車を運転する方が自らの命を守るために購入し、着用するという意識が大事でありま

す。 

以前は、ヘルメット着用に関してテレビや新聞などで報道されていたものの、最近

はあまり目にしないことから、町としましては、改めてその有効性を町民の皆さんに

認識していただくため、ホームページや EOS 放送などにより啓発を行いたいと考えて

おります。 

なお、購入費用の助成につきましては、法改正以前にヘルメットを着用、ヘルメッ

トを購入している地区の児童との兼ね合いを踏まえ、今後、可能かどうかを検討して

まいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい。４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 今、ご答弁の最後の方で、これまでかぶっている地域の子ど

もたちとの兼ね合いでというようなことでございましたけども、確かに郡部・地区の

小学生につきましては、もう相当以前から自転車通学を認めてるということもありま
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して、相当以前からヘルメットの着用というのは、学校において指導をしてかぶって

いただいておるというような状況です。 

それに対して枝幸地区の小中学校につきましては、そういった傾向が決まりがなか

ったということで、残念ながら、なかなか普及がしないと、一部、篭の中にヘルメッ

トを入れて友達と一緒にヘルメットをかぶらないで走っているという子どもさんも見

受けられます。 

これは、なんちゅうんですか、みんながかぶらないから、どうしてもその恥ずかし

さのあまり、持ってはいるんだけども、かぶらないというような傾向なんだろうなと

いうふうに思うんですね。 

何とか、そのみんなが、そういう、かぶらなきゃなんないという意識を持ってもら

うっていうことが大事なんだろうなというふうに思うわけですけども、なかなか普及

してきていないというのが現状だというふうに思います。 

確かに、町長答弁でおっしゃるように、これまでかぶっている地域との以前から着

用している購入してる人との公平性ということには差は出るのかもしれませんが、一

時、周知活動をしながら進めてできるもんならいいですけども、なかなか厳しいのか

なというふうにも捉えますので、例えば１年間なら１年間、その公平性には欠けるの

かもしれませんけども、購入時の補助制度っていうのを、機運を高めるためにやって

みるっていうのも得策ではないかというふうな思いもあるんですけども、その辺、今

一度、お聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまの徳保議員のご質問にお答えいたします。 

まず、議員おっしゃるとおりですね、地区の通学されている児童さんたちは、以前

からヘルメットをかぶってですね通学しているということがありましてですね、その

とき、児童しゃ、児童、子どもお子さんたちは、公費でそういう購入の費用というの

は補助されてないという部分もあって、先ほど町長の答弁になっております。 

それで、学校の状況でいきますと、教育委員会で調べた中では、道教委からきてる

そういう自転車の乗るときのヘルメット着用については、教育委員会から学校、学校

から生徒さん保護者にはお知らせしているということですけども、現実的には、議員

おっしゃるとおり、まず全員が全員かぶってるってことはなさそうですけども、先ほ

どの町長答弁の繰り返しなるかもしれないんですけども、これまで町としてですね、

独自でその広報というか啓発っていうのを行って、行ってきてなかったのは事実であ

りますので、そこをまずやってですね、議員おっしゃるとおり、そういう補助ってい

うことも、考え方ももちろんあるとは思うんですけども、まず啓発っていうのを力入

れてきたなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） おっしゃる通りかもしれません。私の立場としましても、そ

の啓発活動が不足してたのかなというようなこともありますんで、十分反省をしなけ

ればならないなというふうに思ってますし、できれば小学校、中学校等にもお邪魔し

ながら校長先生たちにもお願いをしてこようかなというような気もあります。 

 手元に、北海道自転車条例っていう平成 30 年に北海道が策定した条例がございま

す。その最後にですね、第 18 条ということで、学校に関する規定もありまして、学
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校の長は、中は抜いてますけども、学校の長は、その児童、生徒又は学生が自転車を

安全に利用することができるよう、その発達段階に応じた自転車交通安全教育を行う

よう努めるものとする、という規定も北海道条例であります。 

 そんなことでは、学校も率先して子供たちにですね、この自転車の安全ということ

を啓発していかなければならない。責任とまでは言えないのかもしれませんけど、努

めがあるんだろうというふうに思いますんで、その点、教育委員会からも学校の方に

お願いをしたいというふうに思いますし、またその 18 条の最後にですね、幼児、児

童又は生徒を保護する責任のある者は、その保護する幼児、児童又は生徒に対し、自

転車交通安全教育を行うよう努めるものとするというのがあります。 

 この幼児、児童又は生徒を保護する責任のある者というのは、保護者ばかりではな

くて、市町村も、そして全ての大人にもその責任があるんだというふうに私は考える

まますので、町としてもしっかりとここは取り組まなければならないものだというふ

うに思います。 

 先ほど課長答弁されたようにですね、まずは、しっかりと啓発活動、周知活動から

始めるというようなお話がありましたんで、そこら辺しっかり行ってもらってですね、

また、教育委員会には、学校にもしっかりとお願いをしていただくというようなこと

をしていただきながら、できれば来年の春以降ですね、今、これから自転車乗らなく

なりますけども、春以降、枝幸市街地の子どもたちもですねヘルメットをかぶっても

らえるようなまちづくりをですねお願いしたいというふうに思います。 

何か、たまたま私、交通指導員でもありますんで、総務課長の今は所管の担、とこ

ろの係ということになりますんで、一緒にやっていただけるものがあれば協力したい

と思いますんで、そんなお願いをしまして質問を終わります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、徳保議員の一般質問は終わります。 

続きまして、８番遠山 修議員の質問を許します。 

はい、８番遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君） 通告に従い、１点につき質問をさせていただきます。 

１、枝幸町における不登校の現状と対策。 

11 月 20、21 日の総務文教常任委員会において、教育委員会から、当町の不登校児

童生徒の数は、小学校で８名、中学校で 17 名と報告を受けました。これは令和４年

６月時点の数字で、令和５年６月は、小学校が５人、中学校が 13 人とのことです。 

全国で 29 万 9,000 人、北海道内で１万 2,000 人と過去最多となっています。 

不登校の定義は、特別な事情がなく年間 30 日以上不登校となった状態を指します。

平成 28 年以降、大きく増加し続けています。 

また、文部科学省より、誰一人取りの取り残されない学びの保障に向けた不登校対

策についての通知が出されるなど、生徒指導上の喫緊の課題だと思います。 

そこで、教育、教育委員会における現状を把握しながらの学校、地域、地域社会、

家庭が連携、連携した対策について、教育長に伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 
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○教委長（小川俊機輝君） 遠山議員のご質問にお答えします。 

はじめに、11 月 21 日の総務文教常任委員会で説明しました不登校や不登校ぎみを

含んだ人数ですが、議員おっしゃるとおり令和４年７月末時点のものを報告しており

ました。 

この人数は、北海道教育委員会が毎年２回調査を行っている数値を使用しており、

直近の不登校や不登校ぎみの人数は、令和５年６月末時点で、小学校で５名、中学校

で 13 名、合わせて 18 名となります。 

参考までに内訳を申しますと、30 日以上欠席の児童生徒は 10 名、30 日未満の欠

席は８名となっております。 

不登校対策の現状としましては、学校において、家庭訪問や電話による児童生徒の

状況などの把握と、学校、保護者が不登校の解消に向けた取り組みを共有し、必要に

応じて別室登校や時間差による登校、また児童生徒のタブレットを活用した授業参加

などの支援を行っております。 

また、教育相談員や民生児童委員、児童生徒の状況によっては、町の関係課と連携

を図り対応しているところです。 

なお、教育相談員については９月から不在となっており、現在、人材を探している

ところです。 

教育委員会としましては、引き続き、不登校や不登校ぎみの児童生徒の学校の取り

組みを支援するとともに、必要に応じ、町関係課とケース会議などを活用した協議を

行い、連携を図りながら対応してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 何点か再質問させていただくんですが、まず、先ほど教育長

冒頭言われましたこの当町における不登校の数、どう認識されてますか。多いと思う、

思うのか、こんなもんなのかなと思うのか、聞かせていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教委長（小川俊機輝君） ただいまのご質問にお答えします。 

不登校及び不登校ぎみのを含めた児童生徒の数ですが、枝幸町の児童生徒数からみ

ると、ちょっと多いかなっていうふうには受け止めております。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 私、通告で述べてるようにですね、本年の３月 31 日付で文

科省の方から、誰一人取り残されない学びの保障っていう通知が教育委員会にこられ

てると思うんです。まあ、先ほど教育長の話では多いんじゃないかと、私も正直言っ

てびっくりした、聞いてびっくりした数字なんですけども、これが多いのか少ないの

かっていう話は別として、やっぱり、こういう通達の中身を見せてもらってですね、

やっぱり、そういう不登校の延長線上に引きこもりだとかがあると。 

私、通告してないでその引きこもりだとかそういった点については、ここで議論す

る何もないんですけども、そういう延長線上にあるのかなと判断するんですけども、

やっぱり不登校の原因っていうか、はっきりとした原因って正直言って誰もがわから

ないんですよね、専門家を介してもわからない。それは個々に違うからなんですよね。

子どもたち個人が。 
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そういう観点からして、例えば教育委員会としてね、先ほど答弁の中にもあったけ

ども、相談員が不在であるだとか、何か私から言わせてもらったら本当に本腰を入れ

てやる気があるのかなと言わざるを得ない。本当にそういうものと正面から向き合っ

て、やっぱり考えていかなきゃならない問題じゃないかなと思うんですけども、その

辺、説明いただけますか。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教委長（小川俊機輝君） ご質問にお答えします。 

児童生徒の不登校の原因についてはですね、やっぱり一人一人の子供たちの、やっ

ぱり抱える環境ですね、いろいろ家庭環境だとか、あと生活リズムとか、いろんな要

素がですね、それぞれ子供によって異なるようでして、学校でもですね一人一人の子

どもと向き合ってですね、その原因となるところを探りながら、保護者の方と共通認

識に立ってですね、この子にはこういうふうにやっていきましょうっていうこととこ

ろで、一人一人のお子さんをですね、きちっとフォローするように各学校ではですね、

本当一生懸命やっていただいております。 

やっぱり一番ちょっと最近多いなって感じるのはですね、やっぱり子供たちが、や

っぱりゲームとかですね動画サイトとか夜遅くまでこうやってて見たりやったりして

ですね、寝る時間が遅くなってしまうっていうのが、やはり小学生のうちはですね、

やっぱりせめて夜９時ぐらいには就寝して早寝早起きですね、それで朝きちっと朝食

をとって学校に行くっていうのがやっぱり基本的な生活リズムになるんだと思うんす

けど、その辺の生活リズムがちょっとかなり乱れているお子さんがちょっと多いのか

なっていうふうな気がします。 

あと、いろいろ家庭の事情もいろいろあるようでして、そこは先生方ですね、一生

懸命各家庭の保護者ときちっといろいろ確認しながら、あとこの子供たちともきちっ

と電話とか家庭訪問したり、あと、そういう繋がりをですね断たないように一生懸命

やっていただいてます。 

中にはですね、医療的なそういう要素もあるお子さんもいるようですので、その場

合は、町の保健師さんとかですね、あと病院の医療機関ですね、医療機関の医師とで

すね、時には、きちっとその学校の担任の先生も一緒に付いてってドクターから話を

聞くとか、そういう対応もされております。 

いずれにしても、それ、今、不在となってます教育相談員についてもですね、なか

なか今まで、教員、校長経験者の方にお願いしてったんですけども、なかなかその適

任者がちょっとなかなか見当たらなくてですね、かなり苦慮しているところです。 

学校現場を知ってる方若しくはカウンセリング等のですね、そういう資格を持って

る方などが町内にいればですね、すぐ個別にあたっていきたいなと思っております。

その辺については宗谷教育部局ともですね連携を図りながら、今後、対応していきた

いなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 先ほどのですね、私の通告の中にある誰一人っていう始まり

で言ってる部分ですね、誰一人取り残さないで学びの保障に向けた不登校対策につい

てというのは認識されてると思うんですけども、これに準じていった取り組みってい

うんですか、例えば不登校の現状っていうのは先ほど説明していただいたんでわかる
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んですけども、例えば学校としてどうなんだと、学校としての対策だとか支援計画だ

とか、あとは地域社会で不登校の子供たちを支えるための様々な取り組みっていうか

居場所作りだとか、また、先ほど来、教育長も言ってましたけども、例えば家庭の対

策っていう部分、これは各家庭の問題なんで立ち入って話はしたくはないんですけど

も、そういったことも大事なのかなと思うんですけども、ちょっと、私の先ほどのそ

の通告にあった部分のに対しての教育委員会として、１個１個説明すれとは言わない

ですけども、ちょっとそれにのっとった形で、こういうふうなことをやってますよっ

ていうようなことは言えないですか。説明できないですか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員の質問、ご質問にお答えいたします。 

各学校の取り組みについてはですね、それぞれ個々に応じた対応となっております。 

それで、基本ですね、今のところ行っている取り組みとしてはですね、別室登校後、

放課後登校ということでですね、その子に応じた登校できる環境に応じた対応をして

おります。 

また、ICT も使ってますが、ICT の使い方としては、子供たちの体調の状況とか、

学級でですねこういうこと決まったんだけども、こうですとかっていうお知らせもし

ながらですね、タブレットも活用しながら対応しているところです。 

あと、地域の地域の方の部分につきましてはですね、必要に応じてですね、ケース

会議を開いてですね、学校、教育委員会、あと関係する部署ですね、そういうところ

もあわせてですね、対応しているというところです。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） なんか、あの話を聞いてると私と何か認識のずれっていうか、

なんか、私も教育の専門家ではないんで、この質問するにあたって相当長い時間いろ

いろ調べさせてもらったり、これに対して勉強させてもらったんです。 

 大きく違うというのは、我々の世代って不登校が学年に一人ぐらいいたかなってい

う。でも、その時代が変わってるんだよって話になれば、またそれはそれなんですけ

ども、今は当然昔とは違うんでね、そういう取り組みの仕方も違うでしょうし。 

ただ、やっぱりこういう少子化になってきたら、本当に貴重な子供たちなんですよ

ね、児童生徒なんですよね。 

そういう児童生徒の行く末というかな、これから児童生徒ですから中学校で高校に

行って社会人になってっていう、そういうプロセスの中で、我々がどうやって関わっ

てっていけばいいのかなっていう関わり方にも問題はあるんでしょうけども、そうい

った中で、学校生活に戻るための一助なんですよね、本当に。 

だから、そのために何ができるんだと、その辺をねもうちょっと、これは教育委員

会というか教育委員っていう方もおられるんでしょうし、教育のエキスパートの方が

たくさんいる中で、もうちょっと何か、そこで話をしてもらって前に進めていってほ

しいなと。 

ただ、一つ言えるのは、無理に戻さない方がいいのかなっていうのが、私もいろん

な専門書読ませていただいて、今はそういう時代なんだと、だから無理に戻さない方

がいいよという、行ける状態になったら行ってっていうのが一番ベターみたいですけ

ども。その辺も含めてですね、ちょっと担当課になるのか教育長なのかわかんないす
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けども、その辺、もし答弁できればお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教委長（小川俊機輝君） ご質問にお答えします。 

児童生徒の不登校については、日本国内、全国的にここ４、５年で倍増しておりま

す。北海道も全体でもそうです。そういうことで、国も文部科学省もですね、北海道

教育委員会も、この部分についてはかなり危機感を持ってまして、不登校支援ガイド

ブックというのはですね、北海道教育委員会の方から先日送られてきました。 

これを今見たところですね、道教委としてはですね、不登校については問題行動で

はありませんっていうふうに断言しております。子どもたちを取り巻く環境によって、

どの児童生徒にも起こりうることっていうふうに書いてます。 

大切なことは、学校に行けないことで自責の念に苦しむ児童生徒や、我が子が不登

校であることに負い目を感じている保護者の苦しみを和らげ、寄り添いながら支援す

ることが大事ですよっていうところで、遠山議員さんおっしゃるとおり、無理にです

ね学校に引き戻そうとするのは、あまりよろしくないのかなと思います。 

とにかく、１人１人の児童生徒の、やっぱり、その持ってる背景をきちっと、やっ

ぱり、先生学校の先生と保護者がきちっと把握して、それを共有してですね、その子

に合った支援をしていくというところに尽きるのかなと思ってます。 

あとは、道教委から出されたガイドブックのほかにですね、道教委としても、今後

ですね、具体的な不登校のその対策プランっていうのをですね、年度内に策定すると

いう新聞報道もありました。これらをですね、全道の市町村教育委員会にもこれはお

りてくると思いますので、それをきちっと分析してですね、各学校と共有して、場合

によっては、学校を通じて各家庭にもね、未然防止も含めて、そういう対策をですね、

きちっとしていかなきゃなんないというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） あとですね、一つ、支援員がいない、いないんですね。いな

いということなんであれですけども、やっぱり、そういう小さな何て言うんすかね

SOS とまではいかないのかもしれないですけども、やっぱり早期発見してあげるって

いう、支援員がいないんであれば、クラスの担任なり学校全体で、やっぱり、そうい

う支援をしてあげる、早期支援をしてあげるっていうか、早期発見ですかね。 

まあ、枝幸町の場合は、タブレットですか、端末も持ってるっていうことで、そう

いうものを利活用して、本当に極力そういう不登校の児童生徒が少なくなるような取

り組みっていうか、教育委員会を挙げて取り組んでいただきたいと思うんですけど、

最後に、担当の方で何かあれば。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員のご質問にお答えいたします。 

議員おっしゃるとおりですね、やっぱ、発見という部分と早期支援というのも大変

重要になってくるかと思います。 

この部分につきましては、学校とですね、あの教育委員会がしっかり情報を共有し

てですね、例えば、早期発見であれば、今まで元気だった子がですね、ちょっと元気

がなくなったとか、そういうところでですね、学校の担任の先生とか把握しやすい部

分もございます。 
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そういう段階でですね、しっかり発見して声掛けをするとかっていう部分もですね、

しっかり学校と連携をとりながらですね、対応していきたいと思っております。 

そういうことで、しっかりやっていきたいと思っておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、遠山議員の一般質問を終わります。 

 

◎日程第６ 陳情第６号 ～ 日程第７ 陳情第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第６ 陳情第６号 国の責任で教職員未設置問題の改善

を求める陳情、日程第７ 陳情第７号 年金制度における外国人への脱退一時金の是

正を求める意見書の採択を求める陳情を議題といたします。 

これらの陳情は、議長宛てに提出のあった陳情書であります。内容は、お手元に配

付いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取り扱いについては、議会運営委員会で協議され、全議員に資料を配付と

して処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第６号、陳情第７号については、全議員に資料配布のことといた

します。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第８ 意見案第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第８ 意見案第３号 刑事訴訟法の再審規定の改正を求

める意見書を議題といたします。 

本案の提出者は、小林正浩議員、賛成者は、石川 勝議員、徳保喜幸議員より提出

されています。提出者であります小林正浩議員より、登壇のうえ説明を求めます。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） こんにちは。 

意見案第３号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書。 

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書を別紙のとおり、枝幸町議

会会議規則第 14 条の規定により提出する。 

令和５年 12 月７日提出 提出者 枝幸町議会議員小林正浩、賛成者 枝幸町議会

議員石川 勝、賛成者 枝幸町議会議員徳保喜幸。 

それでは、朗読をもって説明させていただきます。 

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書案。 

冤罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。冤罪被害者の人権救済は、人権

国家を標榜する我が国にとってはもちろん、地域住民の人権を守る義務を有する地方

自治体にとっても重要な課題と言える。 

ところで、冤罪被害者を救済するための制度としては再審がある。しかし、その手

続を定めた法律（刑事訴訟法第四編「再審」）には、再審請求手続の審理の在り方に

関する規定がほとんどなく、裁判所の広範な裁量に委ねられている。このように、い
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わば再審のルールが存在しない状態となっているため、再審請求手続の審理の進め方

は、事件を担当する裁判官によってまちまちになっており、再審請求手続の審理の適

正さが制度的に担保されず、公平性も損なわれている。  

その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。過去の多くの冤

罪事件では、警察や検察庁といった捜査機関の手元にある証拠が再審段階で明らかに

なって、それが冤罪被害者を救済するための大きな原動力となっている。したがって、

冤罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元にある証拠を利用できるよう、これ

を開示させる仕組みが必要であるが、現行法にはそのことを定めた明文の規定が存在

せず、再審請求手続において証拠開示がなされる制度的保障はない。そのため、裁判

官や検察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情であっ

て、このような格差を是正するためには、証拠開示のルールを定めた法律の制定が不

可欠である。 

しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行う事例が相次

いでおり、冤罪被害者の速やかな救済が妨げられている。しかし、再審開始決定は、

裁判をやり直すことを決定するにとどまり、有罪・無罪の判断は再審公判において行

うことが予定されており、そこでは検察官にも有罪立証をする機会が与えられている。

したがって、再審開始決定がなされたのであれば、速やかに再審公判に移行すべきで

あって、再審開始決定という、いわば中間的な判断に対して検察官の不服申立てを認

めるべきではない。  

よって、国においては、次の事項について、刑事訴訟法の再審規定（再審法）を速

やかに改正するよう求める。 

記 

１ 再審請求手続において捜査機関が保管する全ての証拠を開示すること。 

２ 再審開始決定に対する検察官の不服申立てに制限を加えること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により提出する。 

令和５年 12 月７日 北海道枝幸町議会。 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣、以上であります。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本意見案に対する説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより、意見案第３号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本意見案については、原案のとおり採択することに、ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、意見案第３号 刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書は、採択

することに決定されました。 
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後ほど、意見書を関係機関へ提出いたします。 

 

◎日程第９ 議案第６６号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 議案第 66 号 公の施設に係る指定管理者の指定

についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の１ページをお開きください。 

議案第 66 号 公の施設に係る指定管理者の指定について。 

枝幸町公の施設に係る指定管理者を次のとおりし、指定することについて、地方自

治法第 244 条の２第６項の規定により議会の議決を求める。 

平和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

提案理由をのご説明いたします。 

本案の枝幸町保健福祉センターにつきましては、平成 26 年度に指定管理制度に移

行し、今年度までの 10 年間実施してきましたが、令和６年度以降も引き続き指定管

理制度による管理運営を行うため、指定管理者を指定するものでございます。 

１の指定管理者にかか管理を行わせる施設の名称及び所在地、名称は枝幸町保健福

祉センター、所在地は枝幸郡幸町北栄町 1474 番地１、２の指定管理者となる団体の

名称等、名称は社会福祉法人枝幸町社会福祉協議会、代表者は会長清水喜郎氏、所在

地は枝幸郡枝幸町北栄町 1474 番地１で、３の指定の期間は、2024 年（令和６年）４

月１日から 2029 年（令和 11 年）３月 31 日までの５年間でございます。 

候補者の選定結果につきましては、別紙、議案関係参考資料により説明させていた

だきます。議案関係参考資料の１ページをお開きください。 

選定した団体ですが、名称、社会福祉法人枝幸町社会福祉協議会、代表者、会長清

水喜朗氏、所在地、枝幸郡枝幸町北栄町 1474 番地１でございます。 

選定、選定経過でございますが、指定管理者選定評価委員会につきましては、第２

回を令和５年 11 月 13 日に、出席委員６名により開催し、公募によらない指定管理者

の候補者の選定及び指定管理業務に関する仕様書及び協定書内容の決定を行っており

ます。 

選定方法でございますが、候補者の募集につきましては、枝幸町公の施設に係る指

定管理者の指定の手続きに関する条例第５条の規定に基づき、次の理由により、公募

によらない方法による指定管理者の候補者として、委員全員の賛成を賛成により選定

してございます。 

公募によらない指定管理者の候補者の選定理由でございますが、候補者は当施設内

に事務所を有しておりまして、町の地域福祉の推進を図ることを目的に、社会福祉法

に基づき、全ての自治体に設置されている公共的な団体であり、平成 26 年度から今

年度までの 10 年間、指定管理の指定を受けた期間についおいても、指定の適切、施

設の適切な管理運営を行ってきた実績を有しております。また、当施設は町民の保

健・福祉・医療の保健・福祉・医療の充実を図ることも、主たる目的とした多目的施

設で、乳幼児から高齢者まで様々な用途で利用されており、候補者を選定することに

より、利用者へのサービスの向上や適切な維持管理など、効果的かつ効率的に管理運
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営を図ることが期待できることから選定するものでございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、提案理由及び内容の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 66 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 66 号 公の施設に係る指定管理者の指定については、原案の

とおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第６７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 議案第 67 号 公有水面埋立免許の出願に対する

同意についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

○水産商工課長（黒川勇人君） 議案書２ページをお開きください。 

議案第 67 号 公有水面埋立免許の出願に対する同意について。 

第２種オホーツク枝幸漁港（山臼地区）施設用地造成に関する公有水面埋立免許の

出願について、公有水面埋立法第３条第１項の規定により意見を求められたので、同

条第４項の規定により議会の議決を求める。 

 令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

１、埋め立て区域でございますが、位置は、枝幸郡枝幸町山臼 7995 番２、8055 番、

8175 番及び 8185 番地先の公有水面でありまして、区域は、３ページ別図のとおり、

黒枠及び網掛けでお示ししております部分でありまして、面積は、741.25 平方メー

トルでございます。 

２ページに戻りまして、２、埋め立てに関する工事の施工区域でございますが、位

置は、枝幸郡枝幸町山臼 6534 番、8170 番、8175 番、8185 番地内、同番地先公有水

面及び海浜地でありまして、区域は、３ページの別図のとおり、点線及び薄い着色で

お示ししております部分でありまして、面積につきましては１万 5,387.62 平方メー

トルでございます。 

再び２ページに戻りまして、３、埋立地の用途につきましては、漁港施設用地でご

ざいます。 
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第２種オホーツク枝幸漁港（山臼地区）につきましては、平成 30 年７月に、北海

道が水産庁より特定漁港漁場整備事業計画の承認を受け、水産流通整備基盤整備事業

による屋根付き岸壁の新設をはじめ、北護岸、船揚場用地の改良などを進めておりま

す。 

このたび提案いたします当該区域の公有水面埋立につきましては、衛生管理計画に

対応した改良整備として、屋根付き岸壁を新設するにあたりまして行うものでござい

まして、来年６月頃より埋め立て工事を行う予定となってございます。 

以上、大変簡単でございますが、議案第 67 号の提案理由の説明に代えさせていた

だきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 67 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 67 号 公有水面埋立免許の出願に対する同意については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第６８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 議案第 68 号 公有水面埋立免許の出願に対する

同意についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

○水産商工課長（黒川勇人君） 議案書４ページをお開きください。 

議案第 68 号 公有水面埋立免許の出願に対する同意について。 

第２種オホーツク枝幸漁港（音標地区）施設用地造成に関する公有水面埋立免許の

出願について、公有水面埋立法第３条第１項の規定により意見を求められたので、同

条第４項の規定により議会の議決を求める。 

 令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

１、埋め立て区域でございますが、位置は、枝幸郡枝幸町音標 7291 番、7292 番、

8007 番、8162 番、8163 番地先の公有水面でありまして、区域は、５ページ別図の

とおり、黒枠及び網掛けでお示ししております部分であり、面積は、6,172.36 平方

メートルでございます。 
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４ページに戻りまして、２、埋め立てに関する工事の施工区域でございますが、位

置は、枝幸郡枝幸町音標 7291 番、7292 番、8007 番、8162 番、8163 番地先の公有

水面でありまして、区域は、５ページの別図のとおり、点線及び薄い着色で示した部

分でありまして、面積、面積は、１万 514.36 平方メートルでございます。 

再び４ページに戻りまして、３、埋立地の用途につきましては、漁港施設用地でご

ざいます。 

第２種オホーツク枝幸漁港（音標地区）につきましては、平成 30 年７月に、北海

道が水産庁より特定漁港漁場整備事業計画の承認を受け、水産流通基盤整備事業によ

る屋根付き岸壁や船揚場の新設をはじめ、北護岸、船揚場用地の改良などを進めてお

ります。 

このたび提案いたします当該区域の公有水面埋立につきましては、衛生管理計画に

対応した屋根付き岸壁の新設や船揚場の新設にあたり行うものでございまして、来年

６月頃より埋め立て工事を行う予定としてございます。 

以上、大変簡単でございますが、議案第 68 号の提案理由の説明に代えさせていた

だきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 68 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 68 号 公有水面埋立免許の出願に対する同意については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第６９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第 69 号 枝幸町課設置条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書６ページをお開き願います。 

議案第 69 号 枝幸町課設置条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町課設置条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 
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後ほど、議案第 75 号と議案第 78 号において説明がありますが、令和６年度から簡

易水道事業特別会計が企業会計に移行することに伴い、本条例の一部を改正するもの

であります。 

地方自治法第 158 条第１項では、普通地方公共団体の長は、その権限に属する事務

を分掌させるため必要な内部組織を設けることができる。この場合において、当該普

通地方公共団体の長の直近下位の内部組織の設置及びその分掌する事務については、

条例で定めるものとすると規定しておりますが、地方公営企業法の全部適用となって

いる水道事業、下水道事業に加え、簡易水道事業も同法の適用に移行することから、

これまで地方自治法の町長の直近下位の内部組織として、特別会計の同事業を所管し

ていた水道課を本条例から削るものであります。 

改正条例案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げま

す。２ページをお開き願います。 

右側が改正後ですが、第１条中、アンダーライン部分の水道課と、課の分掌事務が

規定されている別表の水道課の項を削ります。 

附則でありますが、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

以上、議案第 69 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございますか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 69 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 69 号 枝幸町課設置条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

それでは１時間ほど時間がたったようでございますので、２時 15 分まで休憩とい

たします。 

休憩 午後１時５９分 

 

再開 午後２時１５分 

 

◎日程第１３ 議案第７０号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

日程第 13 議案第 70 号 枝幸町特別職の給職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書７ページをお開き願います。 

議案第 70 号 枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて。 

枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定す

る。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

公務員の給与につきましては、本年８月に公表された人事院勧告を受けて、政府は

国家公務員の給与を勧告どおり実施する閣議決定を行い、給与関係法案を今臨時国会

に提出し、11 月 16 日の参議院本会議で可決成立、11 月 24 日付けで公布されたとこ

ろであります。 

今回の人事院勧告の主な内容は、官民給与の格差を踏まえ、月例給を平均 1.1％、

期末・勤勉手当を 0.1 ヶ月分それぞれ引き上げる内容となっております。 

当町としては、これまで人勧並びに国の動向に準拠して給与改定してきた経緯がご

ざいますので、本条例案では、特別職に係る令和５年 12 月の期末手当を 0.1 ヶ月分

引き上げるとともに、令和６年度以降は、0.1 ヶ月分を増やした年間 4.5 ヶ月分を６

月手当と 12 月手当にそれぞれ均等に支給する内容の一部改正を行うものであります。 

改正条例案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げま

す。３ページをお開き願います。 

議案第 70 号、枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正は、２段階の改

正であり、第１条は令和５年度の適用、第２条は令和６年度以降の適用として区分さ

れます。 

はじめに、第１条としての改正です。 

第６条第３項第２号中、アンダーライン部分、12 月１日基準日の期末手当の率、

現行 100 分の 220 とあるのを、改正後は 100 分の 230 とするものです。 

次に４ページです。こちらは第２条としての改正です。 

現行の第６条第３項のアンダーライン部分は、先ほどの第１条としての改正が条文

に溶け込んだことを前提としております。 

第３項第１号の６月１日基準日の期末手当の率、現行 100 分の 220 とあるのを、

改正後は 100 分の 225 に、同項第２号の 12 月１日基準日の期末手当の率、現行 100

分の 230 とあるのを、改正後は 100 分の 225 とするものです。 

付則では、第１項、施行期日等として、この条例は、公布の日から施行し、令和５

年 12 月１日から適用する。ただし、第２条の規定は、令和６年４月１日から施行す

るとしております。 

第２項は、第１項の規定により既に支給された期末手当は、改正後の給与条例によ

る期末手当の内払とみなす旨の規定です。 

以上、議案第 70 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま
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した。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 70 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 70 号 枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第７１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第 71 号 枝幸町職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書８ページをお開き願います。 

議案第 71 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

本件条例改正案につきましても、人事院勧告に関連するものであります。 

改めて、人事院勧告の内容の内容を申し上げます。 

公務員と民間の給与比較の結果、月例給、ボーナス等のいずれについても、民間が

公務員を上回っており、それらを引き上げる勧告となっております。 

月例給は、民間給与との平均格差 3,869 円、0.96％を埋めるため、採用職員の初

任給を、大卒程度で１万 1,000 円、高卒者で１万 2,000 円引き上げるなど、若年層

に重点を置いた俸給表の引き上げを行い、全体で 1.1％の平均改定率となります。 

期末勤勉手当については、先ほどの議案第 70 号と同様に 0.1 ヶ月分を引き上げ、

これまでの年間支給月数 4.4 ヶ月を 4.5 ヶ月とするものであります。なお、一般職

員の 0.1 ヶ月分引き上げ分については、失礼しました 0.1 ヶ月引き上げ分について

は、期末手当と勤勉手当にそれぞれ均等に配分あります。 

それでは、条例改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料でご説明申し

上げます。５ページをお開き願います。 

本件も、第１条と第２条の２段階による改正であります。 

第１条としての改正部分は、令和５年度に適用され、第２条としての改正部分は令

和６年度以降の施行となります。 

はじめに、第１条としての改正部分です。 
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右側が改正後ですが、第 20 条の期末手当について、第２項中 100 分の 120 とある

のを 100 分の 125 とするものです。 

定年前再任用短時間勤務職員に係る第３項の読み替え部分も同様に改め、100 分の

67.5 を 100 分の 70 に改めます。 

第 21 条の期末手当について、６ページ上段の第２項第１号中 100 分の 95 とある

のを 100 分の 105 に、同項第２号は定年前再任用短時間勤務職員に係る規定ですが、

改正では、100 分の 47.5 とあるのを 100 分の 50 に改めます。 

失礼しました。６ページ上段の第２項第１号中 100 分の 100 を 100 分の 105 に、

同項第２号は定年前再任用短時間勤務職員に係る規定ですが、改正では 100 分の

47.5 とあるのを 100 分の 50 に改めます。 

６ページ中段から 11 ページ中段まで、11 ページ中段までが別表第１行政職給料表、

その下から 16 ページ中段までが別表第３の医療職給料表（二）、その下から 23 ペー

ジまでが別表第４の医療職給料表（三）でありまして、それぞれ今回の人勧に伴う改

正前、改正後の給料月額を記載しております。 

次に 24 ページであります。令和６年度から施行される第２条としての改正であり

ます。 

第 20 条の期末手当について、第２項中 100 分の 125 とあるのを 100 分の 122.5

とするものです。定年前再任用短時間勤務職員に係る第３項の読み替え部分も同様に

改め、100 分の 70 を 100 分の 68.75 に改めます。 

第 21 条の勤勉手当については、現行の第２項のアンダーライン部分、これは、先

ほどの第１条としての改正が条文に溶け込んだことを前提としておりますが、第１号

は、100 分の 105 とあるのを 100 分の 102.5 に、定年前再任用短時間勤務職員に係

る同項第２号は、次のページに移りまして、100 分の 50 とあるのを 100 分の 48.5

にそれぞれ改めるものであります。失礼しました、48.75 にそれぞれ改めるものであ

ります。 

附則でありますが、第１条第１項では、施行期日等として、この条例は公布の日か

ら施行する。ただし、第２条の規定は、令和６年４月１日から施行するとしておりま

す。 

同条第２項では、第１条の規定による改正後の旧条例の規定のうち、第 20 条期末

手当と第 21 条勤勉手当の規定は、令和５年 12 月１日から適用し、別表第１、第３、

第４の規定は、条例の施行日に在職する職員について令和５年４月１日から適用する

こと。第２条は、第１条の規定により既に支給された給与は、改正後の給与条例によ

る給与の内払とみなすこと。第３条は、前条に定めるもののほか、この条例の施行に

関し必要な事項は、規則で定める旨の規定であります。 

以上、議案第 71 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 
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（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 71 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 71 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第７２号 ～ 日程第１６ 議案第７３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 15 議案第 72 号 枝幸町フル、フルタイム会計年度

任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。日程第 16 議案第 73

号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 以上の２件は関連がありますので、一括議題として審議したいと思いますが、一括

議題とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 72 号及び議案第 73 号の２件の議案は、一括議題とすることに

決定いたしました。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案第 72 号、議案第 73 号について、一括提案のご説明

を申し上げます。 

議案書 24 ページをお開き願います。 

議案第 72 号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例について。 

枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次

のとおり制定する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

続きまして 25 ページです。 

議案第 73 号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

この２件の条例改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

本件条例改正案につきましても、人事院勧告に関連するものであります。 

会計年度任用職員の給料表については、枝幸町職員の給与に関する条例の給料表を

準用しており、この改正により、職員と同様に給与月額の引きが引き上げを行うもの
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であります。 

それでは、条例改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料でご説明申し

上げます。26 ページをお開き願います。 

最初に、議案第 72 号、枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例で

す。 

右側が改正後ですが、附則第４項、給料表の適用等中、条例番号、令和４年条例第

27 号を令和５年条例第 号に改めることにより、先ほど議案第 71 号で一部改正をし

た職員の給与に関する条例の給料表が本条例へ適用されるものであります。 

附則でありますが、この条例は公布の日から施行するとしております。 

続きまして 27 ページをお開きください。 

議案第 73 号、枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁

償に関する条例です。 

こちらも附則第４項、給料表の適用等中、条例番号を改めるものですが、改正後の

フルタイム会計年度任用職員の条例を準用することにより、職員の給与に関する条例

の給与給料表が本条例へ適用されるものであります。 

附則でありますが、この条例は公布の日から施行するとしております。 

以上、議案第 72 号、議案第 73 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 72 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 72 号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例についてについては、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第 73 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 73 号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手

当及び費用弁償に関する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第７４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 17 議案第 74 号 枝幸町交通安全指導員設置条例の
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一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書 26 ページをお開き願います。 

議案第 74 号 枝幸町交通安全指導員設置条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町交通安全指導員設置条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

枝幸町では、町の各種行事などで道路交通の事故防止と安全を保持するため、交通

安全指導員を任命し、その任務に当たっていただいておりますが、新枝幸町誕生時の

平成 18 年には、34 人だった交通安全指導員は、現在 15 人まで減少しております。 

交通安全指導員には、年報酬のほか、出動する際には、時間に応じて出動手当が支

給されておりますが、この額は、平成 18 年から変わっていない中、少ない人員での

任務に苦慮されているものと考えられることから、今後も、その任務に当たっていた

だく人材の確保を目的として、最低賃金の引き上げ率などを参考に支給額を引き上げ、

定数は、現状を踏まえた人数とし、また、地方自治法や地方公務員法の一部改正によ

り、交通安全指導員が附属機関に該当しない委員となったことから、災害補償に係る

根拠例規を変更するため、所要の改正を行うものであります。 

内容につきましては、別紙の議案関係参考資料によりご説明申し上げます。28 ペ

ージをお開きください。 

右側が改正後ですが、第５条の定数について、50 人以内を 20 人以内に改めます。 

第７条の災害補償では、根拠とする例規を枝幸町委託業務等に係る災害補償に関す

る規程に改めます。 

報酬及び費用弁償を規定している第６条関係の別表では、出動手当の支給単位、１

日２時間未満の支給額を 1,500 円から 2,000 円に、１日４時間未満の支給額を

3,000 円から 4,000 円に、１日４時間以上の支給額を 6,000 円から 8,000 円に改め

ます。 

附則ですが、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

以上、議案第 74 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい。１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 平成 18 年に 50 人以内の人数、来年が 20 人以内の人数であ

りますが、人口によって加算が変わってますけども、この交通安全指導員ってのは、

大体、今の人口で何人ぐらい必要なんですか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） 岩谷議員のご質問お答えいたします。 

必要な人員につきましては、現状ですね、任命されてる人数で対応しているっての

が現状ですので、実際何人かっていうのはあれですけども、昨年のですね、交通指導
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委員会の総会委員会の総会の中でですね、20 人にするっていう、50 人が 20 人にっ

ていう話を提案してですね、了解をいただいてるということなので、20 名というこ

とにしております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 今 15 人で、現状は、安全は保障されてるんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

いろんな行事などですね、少ない人数の中で頑張っていただいてるんでけども、も

しかしたら苦労されてるとこもあるとは正直あると思いますけども、何とか少しでも、

次年度から人数が増えていくような形で、このような提案をしております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 最後の質問ですけども、もうちょっと審議されて、コロナも

終わりましたし、かに祭りも今年から始まったんですね。来年なったら多分、古川杯

もどんどんその行事が増えていくと思うんですけども、15 人じゃ足りないんだった

ら給料もちょっと上げるとか、対策を練っていく必要があると思うんですけども、こ

れで質問終わります。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。 

やはり、先ほど提案したというとおりですね、その人材確保、やっぱり少ない出動

費っていう少ないというかですね、現状の出動費だとやはり負担もかかってるってい

うとこもありまして、そこは若干ですけども、引き上げるというような提案となって

ますので、これで実際、人材確保に繋がればかどうかっていうのは、まだわからない

ですけど、少しでも改善できればいいというところで提案しております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい。他にございませんか。それでは、他

に質疑がないということでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 74 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 74 号 枝幸町交通安全指導員設置条例の一部を改正する条例

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第７５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 議案第 75 号 枝幸町特別会計条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 。議案書 27 ページをお開きください。 

議案第 75 号 枝幸町特別会計条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町特別会計条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

このたびの一部改正につきましては、臨港用地造成事業特別会計及び簡易水道事業

特別会計の二つの特別会計を廃止するものでございます。 

廃止する理由については、まず、臨港用地造成事業特別会計は、昭和 58 年に設置

され、現在に至っております。 

造成事業の現況といたしましては、造成地に対する貸付地が 10.1％、未売却地が

3.4％ほどございますが、過去 10 年間に土地売却の実績は３件と少なく、また、新た

な造成事業の計画はございません。そうした現況を踏まえまして、特別会計を設置し

た目的は十分に果たせられたものと判断し、本年度をもって廃止し、次年度以降は、

一般会計において土地管理の引き継ぎをするものでございます。 

次に、簡易水道事業特別会計は、昭和 50 年に設置され、現在に至っておりますが、

次年度より、簡易水道事業会計として企業会計へ移行することに伴う廃止でございま

す。 

それでは、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げます。29 ページをお開

きください。 

第１条の設置に係る条文中のアンダーライン部分、現行、以下、法というをさく削

除しまして、第２条の種類、現行、第１号臨港用地造成事業特別会計と第３号簡易水

道事業特別会計を削除するものでございます。 

附則として、第１項の施行期日は、令和６年４月１日から施行する。 

第２項の臨港用地造成事業特別会計の廃止に伴う経過措置でございますが、出納の

取りあ、取扱いについては、令和６年５月 31 日までの間、なお従前の例による。 

第３項、簡易水道事業特別会計の廃止に伴う経過措置でございますが、権利及び義

務は、令和６年３月 31 日以降、枝幸町簡易水道事業会計に帰属するものとする旨、

規定しております。 

以上、大変簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第 75 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ
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んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 75 号 枝幸町特別会計条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第７６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 議案第 76 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の 28 ページをお開きください。 

議案第 76 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改

正する法律が本年５月 19 日に公布され、子ども子育て支援の拡充として、産前産後

期間における国民健康保険税を免除する制度が設けられました。 

これに伴い、地方税法及び地方税法施行令の一部が改正となり、令和６年１月１日

から、出産被保険者に係る保険税のうち、所得割額及び均等割額を軽減する規定が設

けられ、本条例においても法令と同様の改正をするものであります。 

この改正により、保険税額が減額となる対象者は、国保加入の出産予定又は出産し

た被保険者となります。また、減額内容は、出産予定月の１ヶ月前から出産予定月の

翌々月までの４ヶ月分、双子以上の多胎妊娠の場合は、出産予定月の３ヶ月前から出

産予定月の翌々月までの６ヶ月分について、所得割額及び均等割額が減額となります。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げま

す。議案関係参考資料の 30 ページをお開きください。 

第 23 条は、国民健康保険税の減免減額で、新たに第３項を追加し、国保世帯に出

産被保険者が加入している場合、所得割額及び均等割額を減額する規定であります。 

なお、保険税の課税につきましては、基礎課税分、後期支援金分、介護納付金分の

３区分に分けて税率を定めて定めるものとされており、第１号から第６号までその規

定を設けています。 

まず、中ほどの第１号では、出産被保険者の基礎課税額の所得割額について、12

分の１の額に産前産後期間を乗じた額を減額する規定であり、第２号では、基礎課税

額の被保険者均等割額の減額となります。 

以下、同様となりますが、下段から 31 ページ上段の第３号では、後期高齢者支援

金等課税額の所得割額の減額に係る規定、第４号は、後期高齢者支援金等課税額の均

等割額、第５号、第６号では、介護納付金課税額のそれぞれ均等割額及び、所得割額

及び均等割額の減額に関する規定であります。 

次に、第 24 条の３は、届け出に関する規定の追加となります。 
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第１項の第１号から第５号では、届書の提出する際に記載する氏名、住所、出産予

定日などに関する必要事項を規定しています。 

32 ページの第２項では、届書の提出の際の添付書類に関する事項を規定していま

す。 

第３項では、届け出については、出産予定日の６月前から可能となる旨の規定、第

４項は、町において届け出に関する事項を確認することができる場合は、届け出を省

略させることができるとする規定です。 

最後に、下段の附則でございますが、施行期日、第１項、この条例は令和６年１月

１日から施行する。 

適用区分、第２項、この条例は、改正後の枝幸町国民健康保険税条例の規定は、令

和５年度分の国民健康保険税のうち、令和６年１月以降の期間及び令和６年度以降の

年度分について適用し、令和５年 12 月以前に係る国民健康保険税については、なお

従前の例によるとしてございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案 76 号の提案理由及び内容説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 76 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 76 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 議案第７７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 20 議案第 77 号 枝幸町空家等の適正管理に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

建設課長。 

（建設課長平谷昌仁君 登壇） 

○建設課長（平谷昌仁君） はじめに、議案書 30 ページでございます。 

議案第 77 号 枝幸町空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 
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令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

このたびの条例の一部改正につきましては、空家等対策の推進に関する特別措置法

の一部が改正され、同法の条項追加により、本条例で引用している同法の条項ずれが

生じるため、法に合わせる形で、本条例の一部を改正するものであります。 

内容につきましては、別紙の議案関係参考資料によりご説明申し上げます。33 ペ

ージをお開き願います。 

右側が改正後になりますが、アンダーライン部分の第 12 条中、法第６条第１項を

法第７条第１項に、その下、第 13 条第１項並びに第２項中、法第７条第１項をそれ

ぞれ法第８条第１項に改めます。 

附則として、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

以上、議案第 77 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 77 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 77 号 枝幸町空家等の適正管理に関する条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第７８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 78 号 枝幸町水道事業及び下水道事業の

設置等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課主幹。 

（水道課主幹井野元記君 登壇） 

○水道課主幹（井野元記君） 議案書 31 ページでございます。 

議案第 78 号 枝幸町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例について。 

枝幸町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例を次の

とおり制定する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

今回の一部改正につきましては、近年、公営企業においては、施設の老朽化や人口
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減少による料金収入の減少など、経営環境が厳しさを増す中、経営基盤強化と財政マ

ネジメント向上に向けた取り組みとして、総務省より公営企業会計の各適用拡大に向

けたロードマップが示され、簡易水道事業については、令和６年度当初予算から地方

公営企業法を適用した公営企業会計の移行が要請されております。 

当町におきましても、国の要請を受け、従来の簡易水道と事業特別会計を廃止し、

令和６年４月１日から地方公営企業法の全部を適用した簡易水道事業へ移行いたしま

す。 

このことから、これ、これまでの簡易水道事業に係る条例を廃止し、関係する他の

条例のを改正するものでございます。 

それでは、別冊の議案関係参考資料により、内容をご説明申し上げます。34 ペー

ジでございます。 

アンダーラインが今回の条例の一部改正箇所で、右側が改正後でございます。 

はじめに、第１条第１項では、公営企業法を適用した簡易水道事業の設置に伴い、

文言の整理をするものでございます。 

第２項では、水道事業の種類を定めるため、水道事業とは、枝幸町上水道及び枝幸

町簡易水道とするとして加え、各項が繰り下がりますので、第３項では、下水道事業

の種類を、第４項では地方公営企業法の適用区分を定めており、今回の簡易水道事業

は、法の全部を適用するため、水道事業のうち、枝幸町簡易水道及びを追加するもの

でございます。 

次に、中段の第２条に移りまして、第２項では、水道事業の給水人口等を定めてお

り、上水道を別表第１、簡易水道を新たに別表第２として加え、第３項で、下水道事

業を別表第３として定めるものものでございます。 

次に、下段の第５条ですが、準用している地方自治法の適用条項を、今回の一部改

正に合わせて改めるものでございます。 

続きまして附属附則でございますが、35 ページに移りまして、附則第２項で、今

回の一部改正により項ずれが生じるため、改めるものでございます。 

その下、附則の別表でございますが、35 ページには上水道に係る別表台帳、35 ペ

ージから 36 ページにかけましては簡易水道に係る別表第２を、37 ページから 39 ペ

ージにかけまして下水道に係る別表第３を、それぞれ現在の水道事業認可や下水道事

業計画に合わせた数値にて記載をしております。 

40 ページ左側の改正前では、上水道に係る給水区域を参考としておりましたが、

今回の一部改正で削除するものでございます。 

41 ページに移りまして、附則でございますが、第１項、施行期日は、令和６年４

月１日から施行するとしております。 

第２項は、今回の簡易水道事業の地方公営企業法適用により、これまでの枝幸町簡

易水道事業の設置等に関する条例は廃止するものでございます。 

第３項以降は、今回の枝幸町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部

改正により、関係する他の条例を改正するものでございますが、43 ページ以降に掲

載しておりますので、そちらでご説明申し上げます。 

43 ページをお開き願います。 

附則第３項、枝幸町個人情報の保護に関する法律施行条例の一部改正では第２条で、

44 ページ、附則第４項、枝幸町水道事業及び下水道事業の剰余金の処分等に関する
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条例の一部改正では第１条で、45 ページ、附則第５項、枝幸町水道事業及び下水道

事業の契約の方法の特例に関する条例の一部改正では第１条で、46 ページ、附則第

６項、枝幸町給水条例の一部改正では第１条で、いずれも枝幸町水道事業及び簡易水

道事業の設置等に関する条例の一部改正に伴い文言の整理を行うものでございます。 

以上簡単ではございますが、議案第 78 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 78 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 78 号 枝幸町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第７９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 22 議案第 79 号 令和５年度枝幸町一般会計補正予

算についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 34 ページでございます。 

議案第 79 号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町一般会計補正予算第５号は、別紙に定めるところによる。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

別冊、一般会計補正予算書第５号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 5,440 万

5,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 128 億 64 万 5,000 円と

する。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

繰越明許費、第２条、地方自治法第 213 条第１項の規定により、翌年度に繰り越し

て使用することができる経費は、第２表、繰越明許費による。 

地方債の補正、第３条、地方債の変更及び廃止は、第３表、地方債補正による。 

５ページをお開き願います。 
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第２表、繰越明許費は１件ございます。11 款災害復旧費、３項公共施設災害復旧

費、事業名が公共施設災害復旧事業、金額 1,315 万円でございます。この災害復旧事

業は、枝幸球場のバックネットの復旧に係るものでございます。 

続いて、６ページをお開きください。 

第３表、地方債補正は、変更が１件、廃止が１件ございます。 

はじめに変更でございます。起債の目的は、過疎対策事業で、補正前限度額 15 億

2,370 万円を補正後限度額 15 億 200 万円に減額するもので、事業の精査等によるも

のでございます。変更は限度額のみで、起債の方法、利率、償還の方法については変

更ございません。 

次に廃止でございます。起債の目的は、臨時財政対策債で、限度額 2,500 万円を計

上しておりましたが、普通交付税の再算定が行われたことなどにより、一定の財源確

保にめどがついたため、借り入れを行わないこととしたものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳出では、国の施策である物価高騰対策として、

住民税非課税の低所得者世帯などへ１世帯当たり７万円を給付する電力・ガス食料品

等価格高騰重点支援給付金の追加事業を行うとともに、認定こども園、各保育所など

の子育て施設や各小中学校の保健室などへ来年の夏を見越してのエアコン設置経費の

計上や、各事務事業の精査による不用額等の整理及び各特別会計、企業会計の繰出金

等の調整などを行っております。 

歳入では、町税の増額のほか、普通交付税の再算定が行われたことによる地方交付

税の増額や、歳出でご説明した電力・ガス食料品等価格高騰重点支援給付金の財源と

なる国からの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金や、各事務事業の精

査による国、道支出金と町債等の調整をし、財政調整基金繰入金の減額を行っており

ます。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。12 ページを

お開きください。歳入でございます。 

１款町税は、800 万円の増額。内訳は、１項町民税が 500 万円の増額で、個人町民

税、２項固定資産税が 300 万円の増額でございます。 

11 款１項地方交付税は、普通交付税の再算定により 5,047 万 8,000 円の増額。 

13 款分担金及び負担金、２項負担金は３万 7,000 円の増額で、児童福祉費負担金

などの精査。 

14 款使用料及び手数料、１項使用料は 42 万円の増額で、墓園使用料でございます。 

15 款国庫支出金は、１億 103 万 2,000 円の増額。内訳は、１項国庫補助、国庫負

担金が 296 万 4,000 円の増額で、主なものは、障害福祉費負担金。２項国庫補助金

が 9,806 万 8,000 円の増額で、主なものは、総務管理費補助金の新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金でございます。 

16 款道支出金は 208 万 5,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 100 万 3,000 円

の増額で、主なものは、障害福祉費負担金。２項道補助金が 83 万 5,000 円の増額で、

主なものは、児童福祉費補助金。14 ページ、３項委託金が 392 万 3,000 円の減額で、

主なものは選挙費委託金でございます。 

19 款１項繰入金は 5,115 万 5,000 円の減額で、財政調整基金繰入金などの減額、

森林環境譲与税基金繰入金の増額でございます。 

21 款諸収入は 562 万 2,000 円の減額。内訳は、３項貸付金元利収入が 633 万
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2,000 円の減額、５項雑入が 71 万円の増額でございます。 

22 款１項町債は 4,670 万円の減額で、事業費の精査、確定並びに精算などによる

ものでございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 127 億 4,624 万円に対し、5,440 万 5,000

円を増額し、128 億 64 万 5,000 円とするものです。 

歳入は以上です。 

続いて、歳出でございます。18 ページをお開きください。 

１款１項議会費は 130 万 2,000 円の減額で、主なものは、19 ページ、議会運営経

費 127 万 5,000 円の減額でございます。議会費は以上です。 

20 ページ、２款総務費は１億 44 万 9,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費が１

億 12 万 4,000 円の増額で、主なものは、23 ページ上、職員住宅管理経費 319 万円

の増額。三つ下、地方バス路線維持事業 832 万 1,000 円、一つ置いて、公用車購入

事業 186 万 3,000 円のそれぞれ減額。25 ページ上、情報通信基盤施設基盤施設管理

経費 108 万 9,000 円の増額。一番下、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金事業１億 475 万 2,000 円の増額で、主な内訳は、その下、電力・ガス食料品

等価格高騰重点支援給付金給付事業 444 万 8,000 円の減額。27 ページ上、電力・ガ

ス食料品等価格高騰重点支援給付金追加事業 8,700 万円、その下、公共施設等感染拡

大防止対策強化事業 1,900 万円それぞれ追加、その下、小中学校感染症対策事業 250

万円の増額でございます。 

28 ページ、２項徴税費は 238 万 9,000 円の増額で、賦課徴収事務経費。 

４項選挙費は 207 万 2,000 円の減額で、知事・道議会議員選挙執行経費でござい

ます。 

６項監査委員費は 8,000 円の増額で、監査委員経費ほかでございます。 

総務費は以上です。 

30 ページをお開きください。３款民生費は 1,093 万 6,000 円の減額。内訳は、１

項社会福祉費が 2,097 万 6,000 円の減額で、主なものは、31 ページ下から三つ目、

障害者給付費等支給事業 771 万 4,000 円の増額。33 ページ上、地域活動支援センタ

ー管理運営経費 140 万 6,000 円の減額。その下、介護保険事業特別会計繰出金 244

万 9,000 円の増額。下から二つ目、後期高齢者医療特別会計繰出金 213 万 4,000 円、

その下、後期高齢者医療広域連合事業 2,663 万 3,000 円のそれぞれ減額でございま

す。 

34 ページ、２項児童福祉費は 1,004 万円の増額で、主なものは、35 ページ上、乳

幼児等医療費助成事業 253 万 8,000 円の増額、一番下、認定こども園管理運営経費

319 万 4000 円の増額、39 ページ三つ目、児童福祉施設複合化改修事業 143 万 1,000

円の増額でございます。 

民生費は以上です。 

40 ページをお開きください。４款衛生費は 1,528 万 2,000 円の減額。内訳は、１

項保健衛生費が 1,519 万 5,000 円の減額で、主なものは、41 ページ上、簡易水道事

業特別会計繰出金 2,422 万 3,000 円の増額。その下、国民健康保険病院事業会計出

資及び運営経費 3,940 万 7,000 円の減額でございます。 

42 ページです。２項清掃費が８万 7,000 円の減額で、主なものは、枝幸一般廃棄

物埋立処分地施設管理経費でございます。 
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衛生費は以上です。 

46 ページになります。５款労働費、１項労働諸費は８万 5,000 円の減額で、労働

事務経費でございます。 

48 ページ、６款農林水産業費は 1,082 万 6,000 円の増額。内訳は、１項農業費が

75 万 2,000 円の減額で、主なものは、農業次世代人材投資事業ほか精査によるもの

でございます。 

50 ページ、２項林業費が 1,173 万 3,000 円の増額で、主なものは、51 ページ三つ

目、森林環境譲与税活用事業 1,203 万円の増額でございます。 

50 ページに戻りまして、３項水産業費が 15 万 5,000 円の減額で、主なものは、水

産振興事務経費ほか精査によるものでございます。 

農林水産業費は以上です。 

52 ページになります。７款１項商工費は 145 万 2,000 円の増額で、主なものは、

53 ページ三つ目、保養施設等整備事業 164 万 9,000 円の増額などでございます。 

商工費は以上です。 

54 ページをお開きください。８款土木費は 783 万 8,000 円の増額。内訳は、１項

道路橋梁費が９万 1,000 円の増額で、除雪対策経費。 

３項港湾費が 318 万 3000 円の増額で、主なものは 55 ページ三つ目、港湾管理経

費 312 万 3000 円の増額。 

54 ページに戻りまして、４項都市計画費が 293 万 6,000 円の減額で、下水道事業

会計出資及び運営経費でございます。 

56 ページ、５項住宅費が 750 万円の増額で、公営住宅管理経費でございます。 

土木費は以上です。 

58 ページをお開きください。９款１項消防費は、南宗谷消防組合負担金の精査に

より、99 万 9,000 円の増額で、内訳は、59 ページに記載のとおりでございます。 

60 ページをお開きください。10 款教育費は 1,296 万 8,000 円の減額。内訳は、２

項小学校費が 106 万 9,000 円の増額で、主なものは、61 ページ上、小学校管理経費

197 万 3,000 円の増額。その下、風烈布小学校改修事業 101 万 5,000 円の減額でご

ざいます。 

62 ページ、３項中学校費が 76 万 2,000 円の増額で、中学校管理経費。 

４項社会教育、教育費が 1,646 万 9,000 円の減額で、主なものは、65 ページ三つ

目、図書館改修事業 1,607 万 5,000 円の減額。 

64 ページに戻りまして、５項保健体育費が 167 万円の増額で、主なものは、65 ペ

ージ一番下、給食センター管理運営経費 191 万 9,000 円の増額でございます。 

教育費は以上です。 

68 ページになります。11 款災害復旧費、３項公共施設災害復旧費は 2,035 万円の

増額で、内訳は、69 ページ上、公共施設災害復旧事業 720 万円、その下、公共施設

災害復旧事業明許繰越 1,315 万円のそれぞれ追加でございます。 

70 ページになります。12 款１項公債費は 280 万 5,000 円の増額で、町債償還の元

金及び利子の精査によるものでございます。 

72 ページをお開きください。13 款１項職員費は 4,974 万 1,000 円の減額で、給与

費でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 127 億 4,624 万円に対し、5,440 万 5,000
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円を増額し、128 億 64 万 5,000 円とするものです。 

75 ページ以降の説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和５年度枝幸町一般会計補正予算第５号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算付属資料として、普通建設事業、災害復旧事業、補正予算一覧表を添付

しております。また、11 月末現在の令和５年度建設工事等発注一覧表を参考資料と

して配付させていただきましたので、併せて参照ご参照ください。 

それでは、よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） これから質疑に入りたいと思いますが、もう１時間以上経ち

ますので、休憩を挟んでから質疑を行いたいと思います。よろしくお願いします。 

それでは休憩に入ります。 

時間は 13 時 40 分までの休憩でございます。15 時 30、40 分です。 

休憩 午後３時２４分 

 

再開 午後３時４０分  

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を閉じまして会議を再開いたします。 

先ほど、本案に対する提案理由の説明が終わっておりますので、これから質疑を行

います。質疑ある方、よろしくお願いします。 

ありませんか。 

 はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、何点かお伺いしたいと思います。 

まず 13 ページ、歳入の方なんですが、この真ん中辺にですね、墓園使用料という

ことで合葬墓使用料 40 万円ですね、これについてちょっと説明をいただきたいんで

すけど。 

これ、今年の 10 月から供用始まりまして１ヶ月ということだと思うんですけども、

その間のですね、使用の状況、それと評判ですね、そういったものは何か特筆するも

のがありましたら、ちょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまの議員のご質問にお答えをいたします。 

合葬墓使用料 42 万の内訳でございますが、まず人体の方でございます。申請者が

７名で 25 体の埋葬、１体１万 5,000 円でございますので 37 万 5,000 円。 

ペットが５名の申請で６頭の埋葬がございました。町外の使用はなく、１体１頭

7,500 円ですので４万 5,000 円、合わせて 42 万となっております。 

今年度につきましては、本来であれば、月２回の第２・第４の金曜日を埋葬の日と

してましたが、供用開始が 10 月１日であったことから、毎週金曜日を４回埋葬日と

して行わせていただきまして、職員も最初、初めてのことだったんですけども、しっ

かり埋葬される方々とコミュニケーションを取りながらやらさせていただいて、評判

が良い悪いは別にいたしましても、今年作ったものですんで、それは後からついてく

るものなのかなというふうに思いますけども、しっかりと対応させていただいたとこ

ろでございます。 

次年度以降につきましても、雪解けから、皆さんにしっかり周知をさせていただい

て運用してまいりたい。また、冬については、今回の補正予算でも計上させていただ
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いておりますけども、せっかく 1,250 万程度をかけた合葬墓でございますので、養生

するシートも今回補正予算で計上させていただいて、これから数十年使う施設でござ

いますので、しっかりと維持管理させていただきたいというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ありがとうございます。 

ひと月で 25 体というのが多いのか少ないのか、ちょっと判断しかねますけども、

今の、現在のキャパであれば十分やっていけるのかなっていうような、そういう判断

でいいのかなというふうに思います。 

引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

引き続いてですね、27 ページです。電力・ガス食料品等価格高騰重点支給給付金

追加事業、給付金で 8,400 万円の補正ですが、これについて、ちょっと内容をなるべ

く詳しくですね、教えていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

この給付金給付事業につきましては、11 月２日の日に閣議決定されました国のデ

フレ完全脱却のための総合経済対策、こちらに盛り込まれたものでございます。 

月末には補正予算も可決されまして、可決成立いたしまして、その中の低所得者世

帯向けの支援策ということになっております。 

今回ですね、追加される事業につきましては、物価高騰の負担増を踏まえまして、

特に家計への影響が大きい低所得世帯ということで、既にですね、今年度３万円を給

付している事業がございますけれども、こちらの給付支援と合計で 10 万円を給付す

るものでございます。３万円と合わせてということになりますので、１世帯あたり７

万、今回、７万円を追加する追加支給するものです。 

当初におきましては、1,200 世帯程度を対象と見込みまして、事務費と合わせて

8,700 万円を今回の補正で予算計上をさせていただいておりまして、まだ、ちょっと

取り扱い一部不明なところはあるんですけれども、おおむね対象者の方を絞り込みま

して、早ければ年明け早々に通知等を出して、１月中の給付を目指しているというよ

うな状況でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 年内支給というのは無理なんですね、やっぱりね、１月にな

ってしまう。何とか、低所得世帯で生活苦しいというところなもんですからね、年内

にっていうふうな希望っていうか、そういう声もあるんですけど、それは、やっぱり

ちょっと難しい、１月中になるのかなっていう、その辺ちょっと。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

国の方でもですね、年内に支給するというようなことで、だいぶ急かされてはいる

んですけれども、今、現在ですね、詳しい情報というのが小出し小出しに出てきてお

りまして、実は昨日新聞報道等でもございます。 

ご存知のように、子ども１人当たりにつき５万円を上乗せするというような話があ

とから出てきたりですね、総務省の方で簡易な手続きをするファストパスを作るとい
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うような話も出てきたりですね、なかなか方向性が定まらないという中でですね、当

町としては、できるだけ簡略化した手続きで進めたいというふうに考えておりますの

で、まずは、対象者をしっかり絞り込んで、当町の方からプッシュ型で通知をして、

それに対して確認書を返送いただくかどうかっていうのがですね、まだ、ちょっと、

いまいち、きちんとした取り扱いが示されておりません。 

こういったことをですね、きちんと丁寧に積み上げると、二度手間をかけさせない

というようなことを考えると、年明けから順次発送という方が当町としては好ましい、

無難にお届けできるということで考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。 

これですね、まだ知らない方がほとんどなんですよね、住民の方で。ですから、こ

の辺の通知っていうか、その辺をね、しっかりしていただきたいというふうに思いま

す。 

それとですね、私９月の議会で一般質問しましたけれども、低所得者世帯の給付金

についてですね、非課税世帯とそれよりちょっと上の世代っていう、そういう方々も

非常に厳しい生活を送っているんだというようなお話だと思うんですけども、その辺

に対する何か手当というのは考えられていないのか、そこだけをちょっと教えていた

だけますか。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

今回の経済対策につき、国の経済対策につきましては、ご承知のとおりですね、減

税というような議論もされております。 

これは年末に向けてですね、税制改正の中でまた検討されるというようなことにな

っておりますが、今のところですね、１人、１人当たり４万円程度の減税が実施され

る見込みというような形になっています。 

このほかにですね、広く町民等に物価高の影響を和らげるためにということで、常

任委員会のときにも説明をいたしましたが、町独自で推奨事業、国で推奨する事業の

中からですね、物価高にする事業を実施するための交付金として 3,500 万円程度が町

の枝幸町の方に交付されるという説明を申し上げております。 

こちらの方につきましては、今週来週中にもですね、庁舎内で、今、実施する事業

の方を募っております。 

その状況を見ながら、今後ですね、新たに予算措置等が必要な場合についてはお願

いをするという形になってございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。住民の方待っておられますので、滞りない執

行をお願いしたいというふうに思います。 

それとですね、最後に、69 ページですね。災害復旧事業のバックネットの関係だ

と思うんですが、これをですね、ちょっと詳細を説明していただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（佐藤美智代君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

詳細につきましてですが、バックネットの構造等でよろしいでしょうか。時期です
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ね。はい、わかりました。 

バックネトの工事時期ですが、予定といたしましては、１月入札で、来年の１月入

札で、７月、７月上旬の完成を目指しております。 

それで、７月上旬っていうことで、ちょっと期間が長いなっていう感じではあると

思うんですけども、部材の調達におよそ４ヶ月ほどかかります。その後、直接的な工

事におよそ２ヶ月かかるということで、大体７月上旬を目指しております。 

ただ、早めに工事が終われば早く利用開始ができるということで、できるだけ利用

開始が早まるよう進めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ７月上旬っていうと、もうシーズン真っ只中っていうことで

ね、できればもう６月の頭ぐらいからはっていうふうに、やっぱり我々思うんですよ

ね。その部材の調達に４ヶ月っていうのは、これは我々素人なのでわからないんです

けど、何でそんなにかかるんだっていうような話にもなるんですよ。 

 その辺はね、教育委員会の方でしっかりやってもらって、ひと月１日でも早くあの

供用開始できるようにお願いしたいというふうに思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） １番岩谷です。 

51 ページの二つ目のエゾシカ捕獲報奨金が上がっているという点で、これは具体

的にはどんな内容なんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまの質問にお答えします。 

エゾシカ捕獲報奨金の増額ですが、これはですね、ヒグマ捕獲報奨金なんですが、

当初予算で 15 頭分 120 万円予算措置してたんですが、７月中までにですね、15 頭捕

獲して予算を使用してしまったということで、7 月からですね、９月補正予算までの

間にですね、８頭、あ７頭 56 万円分をですね、エゾシカ捕獲報奨金の方から予算流

用して対応しておりますので、予算流用した 56 万円を戻すような形で今回補正でお

願いするものです。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） クマの話なんですね、ヒグマのヒグマの話。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ヒグマのですね捕獲報奨金が足りなくなったものですか

ら、このエゾシカ捕獲報奨金からですね流用させていただきましたんで、利用した額

同額をですね、今回、補正予算で予算措置していただくこととしております。 

 以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） いや、私はこの予算が高いとかそういう問題じゃなくてです

ね、私、札幌と枝幸よく車で行き来するんですけども、もう 10 月入って、ゆ、11 月

入って雪が降るようなとか、もう３回ほど、鹿を引きそうなってんすよね。 
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そこで本当に事故だったら大変な問題になりますので、枝幸町内です。 

それなんで、そこら辺の、ここら辺の強化っていうことは、考えてるかどうかって

ことをお聞きしたい。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君）  本年度から、これまでエゾシカの捕獲頭数については

1,000 頭ということでやっておりますが、本年度から 200 頭増やしてですね、1,200

頭の捕獲としております。 

現在、11 月末現在でですね、826 頭捕獲しております。 

これからですね、狩猟者も入ってきてですね、さらに捕獲が進むと思いますが、い

かんせんですね、なかなか頭数減少には至っておりませんので、町としてもですね、

国の方もですね、補助金等を増やしてですね、対応を進めていくようですので、それ

らを注視しながらですね、町としても必要な対策を講じていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） わかりました。捕獲、捕獲っていうことで、私の妻が動物好

きなもんで、鹿かわいいかわいいって言ってね、捕獲ったら見てる町民が嫌な思いす

るかもしれないすけども、捕獲以外でも、道路に鹿がね出なくなるような、何か対策

とかね、今後ね、考えていけばいいと思います。 

以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

 はい。６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

27 ページなんですけど、下から二つ目、小中学校感染症対策事業ということで、

９月に同僚議員からエアコンの話が出ていましたが、そういった内容だと思います。

先ほどもそういう説明ありましたね。 

具体的に、台数がどれぐらい入るのかっていうか、具体的な話をもう少し煮詰めて

説明していただければ。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 小林議員のご質問にお答えします。 

台数の部分です。それで、この部分につきましては、新型コロナ感染症予防のため

に、消毒液などの保健衛生、衛生用品、あと換気対策ということで、必要な経費を計

上したものです。 

次いで、最近になってですね、国の方から、これ補助事業なもんですから、エアコ

ンでも使用できるということで、早急に整備必要だということで実施させていただこ

うかと思ってます。 

それで、台数なんですが、各小中学校１台ずつということで、まず保健室、給食ス

ペースを、その部屋を使ってですね１台ずつ整備したいということで考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 議員研修という形で、視察という形で、風烈布小学校と音標

小学校伺わせてもらいました。 

それで、大変先生たち苦労してて、夏の暑い教室と涼しい教室があって、それを入
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れ替えたりとかっていう、そういう努力をされてましたので、ぜひこれだけに留まら

ず、早急に子どもたちのために少しでも予算を見つけてエアコンを設置していただけ

ればと、そういうふうに思います。 

続けてよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、どうぞ。 

○６番（小林正浩君）  その上、公共施設感染防止拡大対策事業ということで、

1,900 万円ほどあります。 

確か、自分の記憶が間違いなければ、総務文教常任委員会で 1,700 万円程度の予算

がありますということで、児童施設等に、これもエアコンだと思うんですけどつけて

もらえるということで、200 万円ぐらい増になったことで、どれぐらいの業務量が増

えたのかっていうことがわかれば教えていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

まずですね、この 27 ページ、公共施設等感染拡大防止対策強化事業 1,900 万円に

つきましては、先ほど歳入のですね、ページで申し上げますと 13 ページ中段ほどに

あります新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 9,954 万 8,000 円、こ

の中にですね、常任委員会のときにもちょっと説明させていただいたんですけれども、

交付金の中にもいろいろ種類がございまして、コロナの対策分としてしか使えないと

いうような交付金がございます。それが 1,700 万円ということで、歳入の方が 1700

万円いうことになってございます。 

それから歳出の方、公共施設等感染拡大防止対策強化事業につきましては、まず備

品購入費、こちらについては子育て関連施設のエアコン等の整備になってございます。 

詳細な中身については担当課の方から説明をさせていただきます。 

それから次の負担金持続化臨時特別支援金につきましては、こちらもですね、保養

施設等の感染対策備品ということになってございますので、ご理解をいただければと

存じます。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまの小林議員のご質問に追加でお答えをさせて

いただきます。 

今、企画課長の方からもですね、ありましたとおり、備品購入費の 1,000 万の部分

に関しましては、保育施設等のに関する部分の備品でございます。 

細かくちょっとお話をさせていただきますが、まず、認定こども園でございます。

認定こども園には、現在６台ついておりました。 

子育て支援センターに１台、それから調理室１台、あと０歳からですね２歳までの

小さいお子様の部屋についていて、３歳以上のお子様については、ある程度体温調整

きくだろうということでやっていたんですが、地球温暖化等の関係で、本当に暑かっ

たので、先生方も、先ほど議員おっしゃられたようにですね、工夫、涼しい部屋と工

夫しながらやってたということで、全学年につけれるような形で、認定こども園の方

には４台追加をしております。 

それから、音標保育所に１台、歌登保育所１台、歌登の子育て支援センターに１台

と、それから子育てサポート拠点施設のにじの森のですねキッズスペースってあるん

ですが、そちらに１台、合計で、あとですね、今工事をやっておりますけれども、南



- 64 - 

 

宗谷通園センター、移設予定してますけど、そこに２台と、それから子ども家庭セン

ターのところに１台ということで、合計で 11 台のエアコン、それと枝幸の学童保育

所のとかですね、に、あと子ども家庭センターの部分にサーキュレーターも必要だと

いうことで、そちらが８台、ちょっと繰り返しになりますが、トータルでエアコンが

11 台、サーキュレーターが８台という内訳でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 認定こども園に数多くエアコンが入るっていうことで、非常

に安心してます。これは、いつぐらいまでに設置されますか。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

本日ですね、補正予算のほう可決していただければですね、早急に事務のほう進め

てまいりまして、できましたら、あの暑くなるまでに、今年度中の事業ですので、で

きましたら２月いっぱい、あるいは３月ぐらいにはつけれればいいかなとは思ってお

ります。 

あのピーク、夏というか、あの冬の時期には、サーキュレーター以外があまりとい

うことですので、エアコンについてはですね、今年度内の執行だというふうに考えて

おります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ちょっと蛇足になるんですけれど、認定こども園、今、暖房

が地下熱を利用してやってると思うんですが、ちょっと聞いた話によると、寒いとい

う話を聞いておりますんで。 

エアコンは冷房だけじゃなくて、暖房としても利用できると思うんで、できるだけ、

急いで、子供たちの不便がないようにしていただければと思います。 

以上です。 

あと、もう一点よろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） どうぞ。 

○６番（小林正浩君） ページ数が 51 ページですか、森林環境譲与税活用事業で、

すいません、私有林等整備事業補助金っていうのは、1,324 万ですか。 

これは、どういうような事業になりますでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

森林活用、森林環境譲与税活用事業の中でも柱として私有林等整備事業を実施して

おります。 

この事業の内容といたしましては、国、道の公共事業の森林整備と同様のですね、

制度としてですね運用しておりまして、本年度につきましてはですね、当初予算で間

伐等の事業に対して 150 ヘクタール、事業費で 3,476 万円程度を予定しております

が、事業主体からの要望を取りまとめた結果ですね、間伐等の事業 195 ヘクタール

4,800 万円程度の事業費が必要だということで、今回補正予算として計上させていた

だいております。 

以上です。 
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○議長（小原 仁君） 質問ありますでしょうか。他にございませんか。よろしいで

すか。終わりますよ、いいですか。これ以上ないようでございますので、これで質疑

を終わります 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 79 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 70、79 号 令和５年度一般会計補正予算については、原案の

とおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 議案第８０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 23 議案第 80 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事

業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の 35 ページをお開きください。 

議案第 80 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

別冊、補正予算の１ページをお開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 359 万

7,000 円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 14 億 6,097 万 7,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出補正や歳入歳出予算補正による。 

今回の補正は、歳出の本年度上半期の実績と今後の見込みによる減額に伴い、財源

である道支出金など、歳入歳出ともに減額するものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げま

す。10 ページをお開きください。歳入でございます。 

３款道支出金、１項道補助金は 752 万 8,000 円の減額で、歳出の保険給付費の増

額に伴う普通交付金の増額及び直営診療施設繰出金の減額に伴う特別交付金の減額で

ございます。 

５款１項繰入金は 393 万 1,000 円の増額で、一般会計繰入金の職員給与費等繰入

金の減額及び基金繰入金の増額でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 14 億 6,457 万 4,000 円に対し 359 万 7,000 円を

減額し、計 14 億 6,097 万 7,000 円とするものでございます。 
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続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款総務費、１項総務管理費は 90 万円の減額で、15 ページ一つ目の賦課徴収経費

17 万 8,000 円の増額。次の職員費 107 万 8,000 円の減額でございます。 

14 ページに戻りまして、２款１項保険給付費は 170 万円の増額で、これまでの実

績及び今後の見込みによる療養経費の増額でございます。 

７款諸支出金は、439 万 7,000 円の減額で、内訳は、１項償還金及び還付加算金が

国・道支出金の過年度分返納金 483 万 1,000 円の増額。２款、２項繰出金が、看護

師宿舎建設事業分 922 万 8,000 円の減額でございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 14 億 6,457 万 4,000 円に対し 359 万 7,000 円を

減額し、計 14 億 6,097 万 7,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降は予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと存じます。 

以上、国民健康保険事業特別会計補正予算書第２号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい。討論なしと認めます。これより討論を終わります。 

これより、議案第 80 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 80 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議案第８１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 24 議案第 81 号 令和５年度枝幸町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書 36 ページでございます。 

議案第 81 号 令和５年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めると

ころによる。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

別冊、補正予算書の１ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 400 万
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5,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億 5,594 万 2,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正は、歳入歳出では、歳入では、後期高齢者医療保険料の確定賦課による

増額、前年度繰越金の計上に伴う一般会計繰入金の精査。歳出では、後期高齢者医療

広域連合納付金の増額でございます。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを

お開き願います。 

１款１項後期高齢者医療保険料は 567 万円の増額で、現年度分特別徴収保険料 162

万円、普通徴収保険料 405 万円のそれぞれ増額でございます。 

２款１項繰入金は 213 万 4,000 円の減額で、一般会計繰入金の保険基盤安定繰入

金が 123 万 3,000 円、事務費繰入金が 90 万 1,000 円のそれぞれ減額。 

３款１項繰越金は 46 万 9,000 円の増額で、前年度繰越金の計上でございます。 

以上、歳入合計は補正前の額１億 5,000 ひ、5,193 万 7,000 円に対し、4,000 万、

400 万 5,000 円を増額し、計１億 5,594 万 2,000 円とするものでございます。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

２款１項後期高齢者医療広域連合納付金は 400 万 5,000 円の増額で、納付金の確

定によるものでございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額１億 5,193 万 7,000 円に対し 400 万 5,000 円を増

額し、計１億 5,594 万 2,000 円とするものでございます。 

以上、後期高齢医療事業特別会計補正予算第１号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 81 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 81 号 令和５年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２５ 議案第８２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 25 議案第 82 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 37 ページでございます。 

議案第 82 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第２号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

それでは、別冊の令和５年度介護保険事業特別会計補正予算書第２号の１ページを

お開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 489 万

6,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 3,978 万 6,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入では、介護保険料、国庫支出金、道支出金、繰入金

の増額。歳出では、介護報酬改定に伴うシステム改修に要する委託料の追加及び人事

異動及び給与改定に伴い人件費に不足が生じたことから増額するものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明させていた

だきます。事項別明細書の 10 ページをお開きください。 

１款１項介護保険料は 13 万 3,000 円を増額するもので、内訳は、現年度分の介護

保険料賦課確定に伴う精査でございます。 

２款国庫支出金、２項国庫補助金は 220 万 2,000 円を増額するもので、内訳は、

地域支援事業交付金（社会保障分）22 万 2,000 円の増額、それと介護保険システム

改修事業補助金 198 万円の追加でございます。 

３款道、道支出金、２項道補助金は、11 万 2,000 円を増額するもので、内訳は、

地域支援事業交付金（社会保障分）の増額でございます。 

６款１項繰入金は 244 万 9,000 円を増額するもので、内訳は、地域支援事業繰入

金（社会保障分）11 万 2,000 円と、介護保険システム改修事業費などの事務費繰入

金 233 万 7,000 円でございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 3,489 万円、補正額 489 万 6,000 円の増額、

計８億 3,978 万 6,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

１款総務費は 396 万 6,000 円を増額、１項総務管理費では 396 万円を増額するも

ので、内訳は、介護保険システム改修業務に要する委託料の追加でございます。 

３項介護認定審査会費は 6,000 円を増額するもので、内訳は介護保険、介護認定調

査経費の増額でございます。 

３款１項地域支援事業費は 93 万円を増額するもので、内訳は、地域包括支援事業

（生活支援体制整備事業）の職員人件費 22 万 7,000 円と、地域包括支援事業（認知

症総合支援事業）の職員人件費 70 万 3,000 円で人事異動や給与改定に伴う増額でご

ざいます。 

下段の歳出合計では、補正前の額８億 3,489 万円、補正額 489 万 6,000 円の増額、
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計８億、計８億 3,978 万 6,000 円とするものでございます。 

以上で、介護保険事業特別会計補正予算書第２号の説明に代えさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありますか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 82 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 82 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２６ 議案第８３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 26 議案第 83 号 令和５年度枝幸町簡易水道事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課主幹。 

（水道課主幹井野元記君 登壇） 

○水道課主幹（井野元記君） 議案書 38 ページでございます。 

議案第 83 号 令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算について。 

令和５年年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるところ

による。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

 別冊、令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算書第３号の１ページ目をお開き願

います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2,292 万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億 9,786 万 3,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正、款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。 

４ページをお開きください。第２表、地方債補正でございます。 

２件の限度額の変更でございます。起債の方法、利率、償還の方法につきましては、

変更はございません。１件目は起債の目的は、水道事業通常分で、補正前の額 2,750

万を 2,670 万するものでございます。２件目は、起債の目的は、公営企業会計適用債

で補正前限度額 600 万円を 570 万とするものでございます。 
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今回の補正予算につきましては、各水道施設における冬期間に係る修繕費の追加及

び各事務事業の精査。また、令和６年４月１日からの法適用化に伴い、現行特別会計

から新企業会計への移行する際に、引き継ぎ現金が少額のため、新企業会計移行後の

運用資金の一部が不足することが想定されることから、予備費に引継ぎ現金相当分の

経費の追加をお願いするものでございます。 

補正内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明を申し上げま

す。10 ページをお開きください。歳入でございます。 

１款使用料及び手数料、１項使用料 143 万 9,000 円の減額で、水道使用料の精算

による減額でございます。２項手数料 9,000 円の減額で、水道手数料の精査による減

額でございます。 

２款１項繰入金 2,422 万 3,000 円の増額で、事務費及び簡易水道事業の法的化に

伴う運営資金造成のために、ための費用精算による一般会計繰入金の増加で、増額で

ございます。 

３款１項繰越金 124 万 5,000 円の増額で、前年度繰越金でございます。 

５款１項町債 1,100 万円の減額で、公営きき、110 万、すいません、110 万の減額

で、公営企業法適用化事業及び各水道事業の精査による減額でございます。 

歳入は以上で、下段の歳入合計は、補正前の額２億 7,494 万 3,000 円に対し

2,292 万円を増額し、２億 9、9,786 万 3,000 円とするものでございます。 

歳入は以上でございます。 

次に 14 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款水道総務費、１項総務管理費 1,000、146 万 6,000 円の増額で、内訳は 15 ペ

ージ、一般管理経費が 53 万 4,000 円の減額で、人件費及び事務費精査、その下、簡

易水道施設管理経費が 200 万円の増増額で、各施設に係る冬期間の修繕料の追加でご

ざいます。 

14 ページに戻りまして、２項施設整備費 168 万 6,000 円の減額で、内訳は、15 ペ

ージ下から三つ目、枝幸南部地区簡易水道整備事業が 73 万 7,000 円の減額、その下

歌登地区簡易水道整備事業が 70 万 6,000 円の減額、志美宇丹地区簡易水道事業が 24

万 3,000 円の減額で、いずれも各改修工事の精査による減額でございます。 

16 ページにまいりまして、２款１項公債費 186 万円の減額で、町債償還元金及び

利子の精査による減額でございます。 

３款１項予備費 2,500 万円の増額で、令和６年４月１日からの法適用化に伴い、し

が４月から３ヶ月間程度の運営資金の一部として、引き続き現金相当分の経費を増額

するものでございます。 

以上歳出合計は、補正前の額２億 7,494 万 3,000 円に対し 2,292 万円を増額し、

２億 9,786 万 3,000 円とするものでございます。 

以上、令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算書第３号の内容の説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありますか。 

はい、６番小林議員。 



- 71 - 

 

○６番（小林正浩君） ちょっとストンと落ちないんで、もう少し詳しく教えてほし

いんですけれど、今までは、枝幸町簡易水道事業特別会計ということでやっていたの

を、これ、来年からは枝幸町水道事業会計の中に組み込まれるっていうふうに考えて

よろしいんでしょうか。違いますか。 

○議長（小原 仁君） いいですか。水道、水道課主幹。 

○水道課主幹（井野元記君） ただいまの質問にお答えいたします。 

水道事業会計と簡易水道事業会計につきましては、１事業１会計という形で運用し

ていくような形になります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） とりあえず、うん、そこんところはわかりました。 

そっか、そうなることによって、結局、３ヶ月間引き継ぎ経費で、財源不足がよう

せいされ、予想されるために 2,500 万円の予備費が必要ということで、その辺がどう

も、2500 万円どうして必要なのかっていうのがストンと落ちないんで、その辺、も

う少し詳しく教えていただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 水道課主幹。 

○水道課主幹（井野元記君） ただいまの質問にお答えいたします。 

今まで特別会計の経営・運営でいきますと、予算執行という形で、物事は、最初の

支出処理がされてきていたんですけれども、企業会計になりますと、現金がどういう

ふうに動いていくのかっていうのが複式簿記の形をとる形になりますので、例えば、

特別会計ですと、一般会計と同じ官公庁会計なので、そこの中で融通をさせたりだと

かっていうのが可能だったのが、全く完全に分離されてしまうという形になってしま

うので、その会計自体に現金という科目をですね持って、中で人件費を払ったりだと

か、各支出ものを払うのに４月から６月分の現金が必要になってくるため、予備費計

上させていただいてるという形になっております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 納得しました。はい。 

○議長（小原 仁君） 質問ありますか。はい、他にございませんか。はい、他にな

いということでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 83 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 83 号 令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２７ 議案第８４号 
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○議長（小原 仁君） 日程第 27 議案第 84 号 令和５年度枝幸町水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、水道課主幹。 

（水道課主幹井野元記君 登壇） 

○水道課主幹（井野元記君） 議案書 39 ページでございます。 

議案第 84 号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

 別冊、令和５年度枝幸町水道会計補正予算書第２号の１ページ目をお開き願います。 

今回の補正予算につきましては、収益的支出及び収益、資本的支出で、主に人件費

の精査を行うものでございます。 

総則、第１条、令和５年度枝幸町水道事業会計の補正予算第２号は、次に定めると

ころによる。 

収益的支出、第２条、令和５年度枝幸町水道事業会計予算第３条に定めた収益的し

ゅ支出の予定額を次のとおり補正する。 

支出、第１款、水道事業費用、既決予定額１億 5,669 万 4,000 円に対し、第１項

営業費用で 502 万 8,000 円を減額し、１億 5,166 万 6,000 円とするものでございま

す。 

資本的支出、第３条、予算第４条本文括弧書中、不足する額 9,751 万 7,000 円は、

損益勘定留保資金 9,751 万円で補てんを、不足する額 9,689 万円は、損益勘定留保

資金 9,689 万円で補てんに改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

支出、第１款資本的支出、既決予定額 9,751 万 8,000 円に対し、第１項建設改良

費で 62 万 7,000 円を減額し、９万 6,800、9,689 万 1,000 円とするものでございま

す。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第４条、予算第６条に定め

た経費を、の金額を次のとおり改める。 

第１号、給与費、既決予定額 3,518 万 7,000 円に対し 583 万円を減額し、2,950、

35 万 7,000 円に改めるものでございます。 

３ページをお開きください。補正予算実施計画でございますが、補正の内容につき

ましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに、収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が 502 万 8,000 円の

減額で、総係費における人件費及び事務費の精査による減額でございます。 

収益的支出は以上でございます。 

次に７ページをお開きください。資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費

が 62 万 7,000 円の減額で、排水施設拡張費における人件費の精算による減額でござ

います。 

資本的支出は以上でございます。 

９ページ目以降は、予算説明書で資料として添付しておりますので、説明は省略さ

せていただきます。 

以上で、令和５年度枝幸町水道事業補正予算書第２号の内容説明とさせていただき

ます。 
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よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 84 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 84 号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２８ 議案第８５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 28 議案第 85 号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

水道課主幹。 

（水道課主幹井野元記君 登壇） 

○水道課主幹（井野元記君） 議案書 40 ページでございます。 

議題、議案第 85 号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 

 令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

別冊、令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第２号の１ページ目目をお開き

願います。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では一般会計繰入金の精査を、収益的

支出では人件費等の事務費精査を行うものでございます。 

総則、第１条、令和５年度枝幸町下水道事業会計の補正予算第２号は、次に定める

ところによる。 

 収益的収入及び支出、第２条、令和５年度枝幸町下水道事業会計予算第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

款の収入及び支出の補正予定額は同額で、第１款公共下水道事業 244 万 2,000 円

の減額。第２款特定環境保全公共下水道事業 14 万 4,000 円の減額。第３款漁業集落

排水施設事業 36 万 4,000 円の減額。第４款個別排水処理施設事業 10、１万 4,000

円の減額で、収益的収入及び支出の合計は、既決予定額５億 8,598 万 7,000 円に対

し 293 万 6,000 円を減額し、５億 8,305 万 1,000 円とするものでございます。 

 ２ページに参りまして、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第

３条予算第９条に定めた経費の金額を次のとおり改める。 
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第１号給与費、既決予定額 2,495 万 3,000 円に対し 305 万 8,000 円を減額し、

2,189 万 5,000 円に改めるものでございます。 

５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに、収益的収入で、１款公共下水道事業収益、２項営業外収益が、収益が

2,000、244 万 2,000 円の減額。２款特定環境保全公共下水道事業収益、２項営業外

収益が 14 万 4,000、4,000 円の減額。３款漁業集落排水施設営業収益、２項営業外

収益が 36 万 4,000 円の減額。６ページ、４款個別排水処理施設、施設事業収益、２

こ、２項営業外収益が１万 4,000 円の増額で、いずれも一般会計負担金の精査でござ

います。 

収益的収入は以上でございます。 

次に、７ページにまいりまして、収益的支出でございます。 

１款公共下水道事業費用、１項営業費用、費用が 245 万 3,000 円の減額。２項営

業外費用が１万 1,000 円の増額。８ページ、２款特定環境保全公共下水道事業費用、

１項営業費用が 16 万 4,000 円の減額。２項営業外費用が２万円の減額。９ページ、

３款漁業集落排水施設事業費用、１項営業費用が 44 万 1,000 円の減額。２項営業外

費用が７万 7,000 円の減額です。増額、失礼しました。10 ページ、４款個別排水処

理施設事業費用、２項営業外費用が１万 4,000 円の増額で、いずれも営業費用では、

人件費の精査。営業外費用では、企業債利息の精査でございます。 

収益的支出は以上でございます。 

13 ページ以降は予算説明書で、資料として添付してございますので、説明は省略

させていただきます。 

以上で、令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第２号内容さ、説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 85 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 85 号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２９ 議案第８６号 
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○議長（小原 仁君） 日程第 29 議案第 86 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病

院事業会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

病院事務局長。 

（病院事務局長柳 辰哉君 登壇） 

○病院事務局長（柳 辰哉君） 議案書の 41 ページでございます。 

議案第 86 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算第１号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

別冊の補正予算書１ページをお開き願います。 

総則、第１条、令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計の補正予算第１号は、

次に定めるところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算第

３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

以降、説明は款のみとし、以降の詳細につきましては、補正予算実施計画で説明さ

せていただきます。 

収入、第１款病院事業収益、及び、支出、第１款病院事業費用はともに、既決予定

額 19 億 5,081 万 3,000 円に対し補正予定額 2,654 万 5,000 円を減額し、計 19 億

2,426 万 8,000 円とするものでございます。 

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条本文括弧書中、１億 4,190 万 7,000 円

は、損益勘定留保資金で補てんを、１億 3,705 万円は、損益勘定留保資金で補てんに

改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款病院資本的収入、既決予定額５億 6,554 万円に対し補正予定額 1,478

万 6,000 円を減額し、計５億 5,075 万 4,000 円とするものでございます。 

支出、第１款病院資本的支出、既決予定額７億 744 万 7,000 円に対し補正予定額

1,964 万 3,000 円を減額し、計６億 8,780 万 4,000 円とするものでございます。 

企業債、第４条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次のとおり改める。 

企業債は変更が３件でございます。変更内容は全て限度額のみで、記載の方法、利

率、償還の方法については変更はございません。１件目は病院大規模改修事業で、補

正前限度額１億 250 万円を補正後限度額１億 420 万円に増額。２件目は看護師・医

療技術員住宅建設事業で、補正前限度額 6,030 万円を補正後限度額 6,310 万円に増

額。３件目は病院医療機械整備事業で、補正前限度額 3,820 万円を補正後限度額

3,340 万円に減額するものでございます。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第５条、予算第７条に定め

た経費の金額を次のように改める。 

科目、第１号給与費、既決予定額 11 億 855 万 7,000 円に対し、補正予定額 4,821

万 7,000 円を減額し、計 10 億 6,034 万円とするものでございます。 

他会計からの補助金、第６条、予算第８条中、１億 9,739 万 6,000 円を１億

9,795 万 6,000 円に改めるものでございます。 

たな卸資産の購入限度額、第７条、予算第９条中、１億 824 万円を１億 3,670 万

9,000 円に改めるものでございます。 
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今回の補正予算は、病棟再編などの影響により、今後の影響額を見込むのは厳しい

状況であるため、上半期の実績を反映させたものとさせていただき、今後の議会に改

めて補正予算を提出させていただきます。 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画の収益的収入及び支出でござい

ます。 

以降、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収入でございます。１款病院事業収益は 2,654 万 5,000 円の減額でござ

います。１項医業収益では 59 万 8,000 円の減額で、４目他会計負担金で、救急医療

に要する経費の減額です。 

２項医業外収益は 2,594 万 7,000 円の減額で、内訳は、それぞれ、これまでの実

績と今後の見込みを含め精査しておりますが、主なものは、２目他会計負担金が

3,411 万 1,000 円の減、６目長期前受金戻入が 660 万 8,000 円の増です。 

６ページ支出でございます。 

１款病院事業費用は 2,654 万 5,000 円の減額で、１項医業費用では 3,011 万

4,000 円の減額です。主な内訳は、１目給与費が 510、失礼しました、5,125 万

1,000 円の減で、給料や手当等の人件費の精査によるものでございます。７ページ、

２目材料費が 1,694 万 8,000 円の増額で、内容は、診療に必要な医療用薬品検査用

試薬品などでございます。８ページ、３目経費が 154 万 5,000 円の増額で、旅費か

ら 10 ページの諸会費まで、それと４目減価償却費が 264 万 4,000 円の増額で、それ

ぞれ、これまでの実績と今後の見込みを含め、これらの精査を行っております。 

２項以降医業外費用は 19 万 7,000 円の増額で、今後の見込みによる精査によるも

のです。 

３項介護サービス事業費用は 337 万 2,000 円の増額で、報酬等の人件費の精査が

主なものでございます。 

続きまして、13 ページ、資本的収入及び支出でございます。 

はじめに、資本的収入ですが、１款病院資本的収入は 1,478 万 6,000 円の減額。 

１項出資金では 522 万 1,000 円の減額で、一般会計出資金の減。 

２項繰入金では 926 万 5000 円の減で、一般会計繰入金が３万 7,000 円の減額、国

民健康保険事業特別会計繰入金が 922 万 8,000 円の減額。 

３項企業債では 30 万円の減額で、事業精査によるものでございます。 

14 ページ、資本的支出でございます。１款病院資本的支出は 1,964 万 3,000 円の

減額。 

１項企業債償還金は 1,044 万 2,000 円の減額です。 

２項建設改良費は 920 万 1,000 円の減額で、１目建設改良費 18 万 4,000 円の減

で、工事確定分についての減額。２目有形固定資産購入費の 901 万 7,000 円の減額

で、主なものは、これまで購入した医療機器等の予算額と入札額の差額などの精査で

ございます。 

16 ページ以降は予算説明書でございますが、説明は省略させていただきます。 

以上、病院事業会計補正予算書第１号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、それでは、これで討論を終わります。 

これより、議案第 86 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 86 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３０ 認定第１１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 30 認定第 11 号 町道の路線廃止についてを議題と

いたします。 

提案理由の説明を求めます。 

建設課長。 

（建設課長平谷昌仁君 登壇） 

○建設課長（平谷昌仁君） 議案書 42 ページでございます。 

認定第 11 号 町道の路線廃止について。 

道路法第 10 条第３項の規定に基づき、次の町道の路線を廃止する。 

令和５年 12 月７日提出 枝幸町長。 

今回廃止する路線は、整理番号 2221、路線名、栄町６号通線、区間は、起点歌登

東町 106 番地 235 地先から終点歌登東町 106 番地 235 地先までの延長 118ｍでござ

います。 

本路線の廃止内容につきましては、別紙、議案関係参考資料の路線位置図によりご

説明申し上げます。47 ページをお開き願います。 

廃止する路線は栄町６号通線で、図上破線表示部の延長 118ｍ、幅員４ｍでありま

す。 

本路線は、昭和 46 年から昭和 54 年にかけまして、町職員住宅などが整備され生活

道路として利用されておりましたが、施設の老朽化に伴い沿線施設が解体更地となり、

利用がないため廃止しようとするものでございます。 

以上、認定第 11 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 
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(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、認定第 11 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり認定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第 11 号 町道の路線廃止については、原案のとおり認定するこ

とに決定されました。 

 

◎延会宣言 

○議長（小原 仁君） これから時間的なもので、これから日程に入ることができま

せんので、本日はこれで延会したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会することに決定いたしました。 

本日はこれで延会し、本日の会議を閉じます。 

なお、12 月８日午前 10 時から再開いたしますので、よろしくお願いをいたします。 

本日は大変ご苦労さまでした。 

（延会 午後４時５５分） 

 

 


